墨書土器研究の現在-データベース化された墨書土器- by 吉村,武彦
駿 台 史 学 第117号101-13(頁,2003年2月
SUNDAISHIGAKU(SundaiHistoricalReview)
No.117,February2003.pp.101-130(研究 動 向)
墨書土器研究の現在
データベース化 された墨書土器
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は じ あ に
古代史学においては,文 献史料の少なさから,木 簡 ・墨書土器(刻 書土器を含 む)・ 文字瓦
などの出土文字資料が注目されてから久 しい。木簡については,木 簡学会が1978年 に結成さ
れてからすでに20余 年,毎 年 『木簡研究』を刊行 し,出 土木簡の情報を公開 している。 全国
各地から出土 している木簡は,古 代にかぎらず,最 近では中世のほか近世の木簡の多さが特徴
である。
一方,墨 書 されている文字情報が少ないため,墨 書土器は木簡ほど注目されていない。『歴
史学事典』6「 歴史学の方法」(弘 文堂,1998年)に は,上 位分類 「素材 と道具」 の下に 「収
集発掘史料」の中位分類がある。その 「一般名辞」には,木 簡 ・漆紙文書 ・墓誌の項目はある
が,墨 書土器や文字瓦はない。学界の現状の一端を示 しているだろう。
墨書土器1点 あたりの文字数は少ないが,我 々が集成 している墨書土器は8万 点に近づいて
きた。 これだけ集成すれば新 しい意味が生 じて くる。実際には,10万 点近 くの点数が出土 し
ているか もしれない。文字瓦は1万 点前後は出土 していると推測されるが,い まだ集成 されて
いない。
小稿では,今 一度墨書ヰ器研究の歴史をふり返り,今 後の研究への糧にしたいと思 う。墨書
土器データベースは一応の集成はできたものの,デ ータベースをどのように活用 し,新 たな古
代史像を描いていくかは今後の努力にかかっている。なお,墨 書土器は,土 器(器 財)に 墨書
したもので,文 字と土器とが密接に関係 している。一般 に文字は 「史料」と表記 し,モ ノとし
ての遺物を含めると 「資料」の語の方がふさわ しいかと思われる。そのため,本 稿では 「文字
資料」の語を使用する。
1.墨 書 土 器 デ ー タ ベ ー ス
1)墨 書土器資料の増大と集成
近年,地 方 自治体史の編纂や古代史研究者の尽力によって,都 道府県ないし市町村単位の墨
書土器集成が進んだ。 自治体史の史料(資 料)編 に 「出土文字資料」が掲載されることも多い。
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かつては木簡が主対象であったが,墨 書土器集成 も珍 しくな くなった。史料の絶対数が少ない
古代史 では,歓 迎すべきことである。具体的には,付 載する 「墨書土器研究に関する文献 目録
稿」を参照 していただきたい。
こうした出土文字資料の増加と研究の進展を反映 して,2000年 には2冊 の貴重な専 門書 が
あいついで刊行 された。高島英之 「古代出土文字資料の研究』(東 京堂出版,9月)と 平川南
『墨書土器の研究』(吉 川弘文館,11月)で ある。「出土文字資料」にせよ 「墨書土器」にせよ,
古代史学界では周知の学術用語であったが,専 論の研究書としては日本で最初の刊行物であっ
た。
ところで,.資料の増加にもかかわらず,墨 書土器のデータベースは作成されていなかったし,
その気運 もないように感 じられた。そのため,1999年 ～2001年 度の日本学術振興会科学研究
費補助金(以 下,科 研費 と略す)に よる基盤研究B(2)「 古代文字資料のデータベース構築 と
地域社会の研究」(課 題番号ll410093)に よって,全 国的な墨書土器の集成を試みた。現在 の
ところ,主 要なデータベースとして,① 武蔵国の詳細なデータベースと,② 全国の簡易型デー
タベースを作成するとともに,③ 文献 目録を作成 した。ただし,膨 大なボリュrム のため,①
と②は研究成果報告書には記載できず,CD-ROMの かたちで発表 し,③ は報告書に掲載 した。
いずれ も,そ の後の最新状況は明治大学における筆者のホームページで更新版を公開している
が,③ は付載の文献 目録が最新版である。
2)墨 書土器と研究方法論の模索
従来の歴史学では,「文献史学」という言葉があるように,文 献中心であった。 ところが,
本来の歴史学の対象は文献にとどまるものではない。 しかも,木 簡や墨書土器などの出土文字
資料が増えてきたので,一 時 「文字情報史学」 という言葉を使用 したこともあった。今日では,
歴史学の対象は文献や文字資料にとどまらず,地 図 ・絵巻などの図像資料のほか,考 古資料や
文学作品な ども含まれる。ただ.し,当 面は大学の古い教育カ リキュラムの影響で,「文献史学」
や 「考古学」の用語を使用す る状況が続 くと思われる。 にもかかわ らず,職 業として勤務する
研究所や埋蔵文化財センターなどの実務 ・実践によって,文 献史学と考古学の方法論を身につ
けた研究者が育 ってきたのも事実である。
さて,駿 台史学会 として墨書土器に取 り組むのは,2回 目である。最初は,1993年 に開催さ
れた第2回 日本古代史 シンポジウム 「律令国家の成立と東国」で,松 村恵司さんが 「古代集落
と墨書土器」,三舟隆之 さんが 「墨書土器 と文字」,高 島英之さんが 「古代東国と出土文字資料」
を報告 した。 シンポジウムは,多 くの参加者で熱気につつまれた。なかでも松村さんの報告は,
簡潔なかたちで墨書土器研究の意味が説かれている。報告のまま引用されることが多い 「幻の
論文」 なので,今 回のシンポジウムの資料集 『出土文字資料研究の現在』(駿 台史学会)に 掲
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鼓 した。
それまで墨書土器研究は,古 代史サマーセミナーなどで取 りあげられ ることが多かったが,
日本古代史 シンポジウムなどをきっかけに議論が展開 したようにも思われる。 シンポジウムが
開かれた1993年11月 には,『月刊文化財』362号 が 「墨書土器の世界」 を特集 した。平川南
「土器に記された文字」の総論からはじまり,飛 鳥 ・藤原宮跡,平 城宮跡,長 岡京跡 の都城遺
跡,そ して地方官衙 ・初期荘園 ・古代集落遺跡か ら出土 した墨書土器を網羅的に取 りあげた。
おそらく相乗効果があって,墨 書土器研究は盛んになっていったのであろう。 シンポジウムに
際 して作成された文献 目録は,ま だ百敷十本であった。今 日では,悉 皆調査を企図したことも
あって,1300本 を超えている。
3)墨 書土器 データベ ースとその活用
遺跡か ら出土 した墨書土器 は,一 般 的には木簡 と違 って文字 数が少な い。 その ため木簡 よ り
も史料価値が一段低 いと考え られているのだろ うか,古 代史研 究者 の関心はそれほど高 くない。
また,埋 蔵文化財 セ ンターなどで行 なわれてい る墨書土 器の調 査カ ー ドも,必 ず しも統一 され
た規格は存在 しなか った。
今回の科研費で は,デ ータベ ースの構築 に際 し,補 助金額 との関係 もあ って旧武蔵 国にかぎ
り,カ ー ド方式で詳細 なデ ータベ ースを作成 した。報告書等か ら,遺 跡名 ・所在地 ・出土遺構 ・
出土状況 と時期,そ して釈文 ・字体 ・記銘部位 ・記銘方 向 と口径 ・底径 ・器高 ・器種 ・器質 と
墨 ・刻の区別を記 し,さ らに出典等 のデータをカー ドに記入 し,デ ジタルカ メラを利用 してパ
ソコンに入力 した。当初,ス キ ャナーを使用 しよ うとしたが,相 当の時間がかか るので断念 し
た。
一方,全 国各地か ら出土 した墨書土器 の簡易型 データベースに関 しては,① 遺 跡名 ・②所在
地 ・③ 釈文 ・④出典か らな る4項 目に しぼってデータを集成 した。最低 限のデー タで あるが,
出典 を記載 して報告書 な どの文献 を参照で きるように配慮 した。現在,約7万8千 点を数える。
これ らのデ ーターは,科 研費 とい う公 的資金 を使 用 して作 成 した こ と もあ り,CD-ROMの か
たちで公表 した。 木簡は奈良文化研究所が イ ンターネ ッ トでデータベースを公開 して いる。予
算 や人員 の規 模が まった く違 うので,奈 文研 のよ うな検索機能付 きの公 開 とはいかない。 その
ため,デ ータその ものを提供 す るかた ちを採用 した。一部 の研究機 関では,発 掘 した研究成果
を 「整理 中」 と称 して長 期間にわた り公表 しないことが ある。本研究 は ささやかな もので ある
が,研 究成 果の公開 とい う点で捨石 になれ ばいいと思 う。 データは2000年 まで に限定 したが,
その後 ま とま って公表 されたデー タにつ いて は,明 治大学のホームペー ジに更新 したデータベー
スを公表す るよ うに してい る。 デー タベ ースの拡充 には,今 後 も努 めたいと思 う。
人文科学 では,よ うや く 「文献 学や文字学 にお いて は,デ ータベ ースの構築 その ものが研究
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といえるもの」もあるという認識が生まれてきた(科 学技術 ・学術審議会 学術分科会 「人文 ・
社会科学の振興について」2002年6月)。 ただし,史 料の公開 ・共有が研究の目的ではない。
こうしたデータベースをどのように活用し,新 しい研究を如何に創造 してい くかが問われなけ
ればならない。第2節 では,出 土文字資料について二,三 考えを述べてみたい。
2.古 代の史料 と出土文字資料
1)古 代の史 ・資料と史料(資 料)論
古代の史 ・資料には,そ の存在形態からいえば,(a)伝 世されてきた文書群の史料や正倉院宝
物などに含まれるモノの類と,㈲ 地中から出土 した木簡 ・墨書土器 ・文字瓦などの遺物とがあ
る。前者は,一 般的にいえば伝世される理由があって,伝 えられてきた史 ・資料であると思わ
れる。 これに対 し,出 土資料は発見 されるのは偶然的な理由による場合がほとんどであろうし,
その多 くの遺物は廃棄されたものだろう(廃 棄物が,廃 棄されたのは不要になったか らである
が,こ こでは不要物 を 「不要という必然性」の範躊では捉えない)。 ただし,(aXb)そ れぞれの
群には例外がある。伝世された史料のなかには,偶 然の結果,残 存 した もの もあるだろう。ま
た,出 土資料のなかにも,一 定の意図 ・意識から埋納されたもの(意 識的埋納物)が あり,そ
れが偶然見つかることもある。
このような史料自体の存在や偶然性の問題について,戦 後の議論を若干ふ り返 っておくこと
は意味があるだろう。遠 山茂樹 さんは,1952年 に記 した 「歴史 における偶然性 につ いて」"
(『思想』332,『 遠山茂樹著作集』9に 収録)の 論文において,「歴史法則を主張する歴史学は,
史料の存在法則を明 らかにする史料学を もたなければな らない」と説いていた。遠山さんの史
料学の提起は,そ の後残念ながら顧みられることはなかった。「史料存在の歴史的限定が,史
料内容の歴史的限定と深い関係にある」ことは事実であり,戦 後の歴史学は発展の芽を十分に
伸ばすことができなかった。
一方,石 母田正さんは1954年 に 「歴史叙述と歴史科学」を著わ し(「理論』26・27。 『石母
田正著作集』13に 収録),「 われわれも偶然性を生かす ことが,歴 史叙述の固有の任務である
と考える。……歴史現象の背後にある法則と必然性を探求することは,あ らゆる歴史的諸科学
の協力のもとに歴史学がおこなわなければならない第一の仕事である」 と述べた。石母田さん
の議論には史料学への言及 はないが,歴 史現象の哲学的認識 として 「偶然性 と必然性」の問題
は,重 要な問題提起であった。各出土文字資料ごとの個別史料論の構築,そ して史料論の統合
としての史料学の必要性が,ま すます重要になってきたからだ。
ところで,出 土資料の増加とともに,古 代史の史料学に関する研究が進んだことも特筆 しな
ければな らない。1997年 に,石 上英一さんが史料学についての研究を集成 して 『日本古代史
料学』(東 京大学出版会)を 刊行 した。 この本は,「 日本古代史料を主対象とし,歴 史情報から
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歴史事象に遡及するための方法体系,す なわち普遍性を有する歴史情報論の構築を目的とする,
歴史学の一つの基礎分科 として構想」 されている日本古代史料学の試論である。そこで,石 上
さんは日本古代史料学を(a)「分析対象の形態的差異(対 象としての歴史資料の現実的存在形態
に基づ く)」,(b)「歴史情報論の諸方法」の二側面から考察する。このうち(a)を既存の学問分野
と対応させて,
1素 材 ・加工物資料:文 化財科学 ・考古学
II絵 画 ・図 像 資 料:絵 画史料学 ・絵図研究
皿 文 字 ・文 献 資 料:史 料学
というように三区分 している。具体的な内容は,著 書をひもといていただきたい。従来の 「史
料論」 と比較すると,石 上 さんの史料体論は少 し難解であるが,そ の研究は画期的な意味をも
つ。遠山茂樹 さんの史料論がアナログ的発想だとすると,石 上さんの研究はデジタル的研究の
段階になる。
なお,こ れまでの大学のカリキュラムでは,「古文書学」が重視されてきた。 この古文書学
.は,『 角川世界史辞典』の 「古文書学」によれば,「 日本語の古文書学に正確に対応する欧米の
学問概念はない。 日本で古文書学とよばれているものは,欧 米では 『文書形式学』「古書体学』
に細分化 され,書 物の場合にはこれに 『書冊学』が加わる」(348頁,角 川書店)と いう。 つ
まり,学 問としては世界に通用する一般的な性格を必ず しも有 していない。この意味でも,史
料学の構築は重要な課題である。
2)出 土文字資料の種類と特色
さて,考 古学的調査(発 掘。表採を含める)に よって出土する文字資料は,資 料の材質から
紙 ・木 ・土 ・金石などに分けることができる。.各種資料を材質別に区分すれば,次 のようにな
るだろう。
(a)紙 一 漆紙文書
(b)木 一 木簡,墨 書木製品
(c)土 一 墨書土器,刻 書土器,文 字瓦,縛
(d)金 属品 一 有銘鏡,鉄 剣,大 刀,銭 貨
このうち(a)は,中 国の乾燥地域などで発見される紙 とは異なり,直 接紙のままで地中か ら出
土することはない。 日本では,「漆塗 りの作業で,常 に漆を良好な状態に保つために,和 紙を
溶液の表面に密着 させてふたをする」(平 川南,後 指書)た めに使用された 「漆紙文書」 と呼
ばれるもので,漆 液が染みとおった結果残存 した。この和紙の多 くは,使 用済みの文書などの
反古紙である。このように漆塗 りの作業工程で使われた和紙であり,紙 に記入 された文書が直
接埋められたものではない。つまり第一次使用の紙ではなく,再 利用された第二次使用の結果
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であ る。 そのため,出 土文字 資料 であ ることは共 通す るが,(b)～(dの 資料群 とは性格 を異 にす
る。 ここでは全 体を広義 の出土文 字資料 と し,(b)～(d)を 狭義 の文字資料 と規定 して おきたい。
なお,漆 紙文書 のデータに関 しては,古 尾谷知浩 「漆紙 ・漆紙文書 出土遺跡一覧(稿)」(『 日
本歴 史大事典』4,2001年)が あ り,研 究書 に平川南 さんの著書1『漆紙文書 の研究』(吉 川弘 文
館,1989年)が あ る。
さて,(b)～(d)の 資料群 の うち,(b)木 簡 は廃棄 され た もので ある。(c)墨 書土器(刻 書土 器を含
む)の 大半 も廃 棄物 であ るが,一 部 に意識 的に埋納 され た ものが ある。文字瓦 の場合 は,塔 の
倒壊 に伴 うものや廃 棄がほ とん どで あろ う。 これ に対 し,(d瀕 は大づ かみにいえば,意 識 的 に
納め られた物品 とい うことがで きる。
3)墨 書土器研究の視点
墨書土器の研究方法としてまず留意する必要があるのは,墨 書土器が出土遺物であるという
事実。当然のこととして出土遺構との関係があり,遺 構 と無関係に遺物を分析することはでき
ない。 このように,出 土文字資料研究には遺物と遺構の研究が必要 となり,旧 来の文献史学と
考古学的研究とをあわせて行なう必要がある。研究を進めるうえで,旧 来の大学カ リキュラム
では教育 ・研究条件が整わないという問題がある。
さて,墨 書土器は土器であるかぎり,土 器および土器の用途に関しての知識が必要となる。
文献上の土器の名称に関 しては,関 根真隆 『奈良朝食生活の研究』(吉 川弘文館)や 末永雅雄
「延喜式記載の土器」・吉田恵二 「『延喜式』所載の土器陶器」が参照されるべき文献であろう。
また,土 師器と祭祀 との関連を説いた小出義治 『土師器 と祭祀』(雄 山閣)も ある。
土器 に文字を記入する道具は,墨 書土器の場合は焼成後に筆と硯,刻 書の場合は焼成時や前
に箆や鋭利な金属を使用する。 このなかで,同 じ土器の遺物 としては,硯(円 面硯 ・風字硯)
や転用された硯が各種の遺構から出土 している。
こうした研究をふまえて,そ れぞれの文字使用の意味や目的を解明することになる。文字の
使用は文明化の象徴であるが,文 字は合理的な目的だけをもって使われるわけではない。文字
の持つ呪術性 という非文明的な要素にも配慮 しなければならない。
3.墨 書土器の文字 と研究
1)墨 書土器研究の始まり
いつ頃から,墨 書土器が学問的に問題にされてきたのか,必 ず しも明らかにされていない。
古 い時代に墨書土器が出土 して記録されたのは秋田県で,高 橋学 「秋田県内出土の墨書土器集
成」(『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』1)に 記述 されている。秋田県の墨書土器 につ い
ては,江 戸時代末期の菅江真澄 「月の出羽路」にさかのぼる。 この書物では古柵(払 出柵)か
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ら出土 し,仙 北郡の清瀧寺に所蔵 されていた墨書土器 「神代」と,「公」銘の土器が図で紹介
されている(『菅江真澄全集』7,図600・641,1978年)。 かつて木簡が再発見されて話題になっ
た三重県の柚井遺跡の墨書土器については,1931年(昭 和6)に 鈴木俊雄さんによる 「三重県
桑名郡柚井貝塚発見墨書土器」(『考古学雑誌』2Hl)の 論文が出ている。発見されたのは,
1928年 である。
ところが,秋 田県仙北郡藤木村大字下深井字中深井怒(今,大 曲市大字下深井)の 怒遺跡か
ら出土 した墨書土器と木簡は,1910年 代前半である。高橋建治さんが,1974年7月 か ら8月
にかけて 『秋田民報』 に 「藤木墨書土器の出土状況報告書」①～⑧を連載 した。 この報告書に
よれば,1912年(大 正1)に 「伴」の墨書土器,1914,5年 には,「富」「凡」「福」などの墨書
土器が数十点出土 した。 また,当 時 「太か津木口□」と読まれた木簡などが二点出土している。
木簡 ・墨書土器は最古級のもので,貴 重な出土文字資料である。 これらの墨書土器 は,『 秋田
県史 考古編』に収録され,『 秋田県の考古学』(吉 川弘文館)に 転載されている。
さて,戦 後の研究は,1950年 代前半に佐藤次男さんが先駆的な研究を旺盛 に行な ってから
始まったとみていいだろう。佐藤さんの研究によって,墨 書土器研究の礎が築かれたと評価で
きるだろう。今 日の論点に関連する問題を提起 している。墨書土器研究は,箆 書土器 ・刻印土
器を含めて総合的に考察す る必要性を説 き,そ れぞれの出土地名表を作成 して研究 した。遺物
研究の方法としては原則的であり,初 期の研究状況を示す ものとして特記 しておきたい。
これ らの土器は,(1)土 器の形態(器 形),② 土器焼成の前後および器形整形の前後の差異に
よってお り,そ の用途は(1×2)を踏まえて考察 しなければならないことを指摘 している。遺物の
解釈 としては当然の方法であろう。そのうえで,「文字墨書土器」を次め12種 に分類 している。
①吉祥句,② 地名と思はるもの,③A一 人名 ・B一人名と思はるもの,④ 人称代名詞及人間を
意味するもの,⑤A一 所属する場所 ・B一所属する官職,⑥ 数字,⑦ 耕転に関係あるもの,⑧ 用
途を示すと思はるもの,⑨ 方角,⑩ 仏教関係語,⑪ 奇字 ・左字,⑫ 右に属せざるもの及解意不
能のもの,の12種 類である。
ただ し,こ の研究は,254点 の墨書土器に基づ く分類であり,「編者 の研究調査 に於ける主
観を基 としたもの」 という断 り書きが書かれている。
その後は,文 献 目録に記 したように多 くの研究が続けられ,現 在 に至っている。ここでは,
それらの研究を総括する余裕がないので,文 字の使用という論点について一言述べておきたい。
'2)文 字の使用
墨書土器の 「墨書」は,基 本的には文字である。問題は,書 き手に記 された文字の意味が,
個人 ・集団や神(象 徴的に)な どに伝わって機能 していたかどうかであろう。つまり,文 字類
似の字体が記入されていても,そ の字体(文 字)が 一定の意味を持つものとして認識 されてい
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なければ,単 なる 「字形」にすぎない。墨書土器の 「文字」 も同じことがいえるだろう。なお,
文字は記号(符 号)の 一種である。記号の場合 も,同 じ性格の問題が生 じる。文字として意味
が伝わらなければ,擬 文字や図像の可能性がある。文字ないし記号 として認識され,そ の意味
が伝えられていたかどうか,そ の実証はなかなか難 しいのが現状であろう。
今 日,墨 書土器といわれている最古級ρ土器は,三 重県嬉野町の貝蔵遺跡の土器である。2
世紀末といわれ,「田」の字形を有 している。また,同 町の片部遺跡か らは,4世 紀前半でや
はり 「田」の字形という墨書土器が出土 している。両者 とも 「田」の字 と評されているが,後
者には 「卍」字説もある(寺 沢薫 「それは 『田』ではない」)。さらに,熊 本県玉名市の柳町遺
跡か ら,4世 紀初頭の 「田」の字形の有機系染料で書かれた棒状留具が出土 している。
問題は,こ うした 「田」の字形が,漢 字 としての 「田」字 という認識が存在 していたかどう
かである。漢字 として機能 しているかどうか,そ の論証は困難であろう。上記の場合,墨 書土
器(有 機系染料を含む)の 「字」が 「田」の字形 として共通 していることは興味深い。おそら
く,記 号 として通用 していた可能性 もなくはないと思われるが,そ の意味内容を解明するのは
難 しい。
当時,す でに中国か ら記銘鏡が入 っている。 したがって,漢 字の字形を知っていた可能性 ヵ∫
ある。また,弥 生時代における島根県の加茂岩倉遺跡出土の銅鐸に 「×」印,そ して神庭荒神
谷遺跡出土の銅剣には 「×」印がみえる。いずれも工人が刻んだ 「×」印であるが,何 らかの
メッセージを伝えた記号である。 このように漢字や記号,あ るいは擬文字が使われた客観的な
条件はある。 しかし,「田」の墨書が,漢 字の 「田」の意味として理解 されて使われていなけ
れば,文 字として機能 していないだろうご図像 と同類 と想定 されるか らである。
文字の使用は,基 本的に人間社会が文明段階に入 ったことを意味する。なかでも,国 家的支
配 とは密接な関係を有する。こうした考え方は,大 枠 として認められよう。 しかし,文 明以前
に偶発的に文字が使われることもある。偶発的な文字の使用は,文 字史として評価することは
難 しい。歴史的評価の条件 としては,同 一地域で継続的に使用され,文 字として通用 したとい
うような条件が想定 される。 こうした意味では,推 古朝の官司制か らはじまる国家形成期の7
世紀以降の墨書土器と,そ れ以前の墨書土器とは峻別して考察すべきだと思われる。
お わ り に
文字の使用は,文 書行政を核 とする国家的支配の枠組みと関係する。 したがって,政 治的セ
ンターの行政機構が存在する宮や京における出土文字資料が注目される。政治的支配に関係す
る行政的文書 としては主に紙が使用され,必 要に応 じてカー ド的利用法などで木簡が使われた。
現在の研究手法 としては,宮 都の遺跡 において,.ど のような遺構か らどのような墨書土器が出
土 しているのか,遺 物 と遺構の事実確認か ら研究を進めていかなければならない。
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地域においては,国 家的支配との関係で国府や郡家に着 目する必要がある。郡の下の里 レベ
ルでは,里 長の政治的施設 「里家」が存在するのか否か,こ の問題から検討する必要がある。
また,経 典などの文字文化を もつ仏教寺院の影響 も軽視すべきではなかろう。現在のところ,
東国に多い集落遺跡の墨書土器の研究は,仏 教や宗教祭祀との関連で研究が行なわれている。
このように,宮 都の遺跡からはじまり,国 府 ・郡家を媒介として各地の集落遺跡におよぶ墨書
土器の研究は,よ うやく本格化 しつつある。出土地の性格か らみれば,か つて 『月刊文化財』
362号 が試みたように,
1官 衙遺跡
*宮 都(宮 ・京),国 府,郡 家,「里家的施設」
D仏 教関連遺跡
*寺 院,国 分寺,「 郡寺」,「宗教的施設」
皿 荘園遺跡
w集 落遺跡
の分類によって研究することが必要となろう。小稿では,紙 幅の都合でその指摘にとどめてお
かざるをえない。
(付記)本 稿は,シ ンポジウム当日の報告 ・レジュメをもとに,墨 書土器の研究動向として再編 したも
のである。
墨書土器研究に関する文献 目録稿
吉村 武彦 編
〔凡 例〕
1.墨 書土器(刻 書土器 ・人面墨書土 器含む)に ついて考察 した文献 を,著 者別 に
「あい うえお」 順 に記載 した。
2.墨 書土器研究 に資す る文献 を含 めている。
3.「 墨書土器一 覧」 が掲載 された報告書 ・概報 を含 むが,「 考察」がな い文献 は収
録 して いない。主要 な地方史 ・誌 は収録 したが,必 ず しも網羅 して いない。 いず
れ も墨書土器 データベ ースの出典 を合 わせて参照 されたい。
4.こ の文献 目録 は順次追加 され るが,そ の全容はイ ンターネ ッ トで公開 している。
URLはhttp://www.isc.meiji.ac.jp/～yoshimu/database.htmlから,「 墨書土
器研 究に関す る文献 目録」 の項 にて参照 されたい。
5.そ の他,推 して知 られた い。
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相沢 央 zoo.年10月柿崎町新保遺跡出土の「石神」墨書土器 新潟史学47
愛知県埋文センター 2001年8月「発掘された文字世界」 同センター
相原嘉之 1999年11月小治田宮の土器 『瓦衣千年』
青木義脩 1965年2月大田原市発見の墨書土器 栃木考古学研究8
青森県立郷土館 1990年9月大沼遺跡出土のヘラ書き土器 青森県立郷土館だより21-2
明石 新 1995年5月発掘から見た相模国府 国史学156
1996年3月相模国「国厨家jについて 平塚博研究報告 自然と文化is
1998年7月文字の世界 『相模国府とその世界』
1998年7月相模国 『シンポジウム 東国の国府inWAYO』
1999年9月国府は移転したか 相模国 幻の国府を掘る』
2002年3月相模国府の研究 神奈川県博さがみの国と都の文化交流』
赤塚次郎 1985年3月文字が刻まれた埴輪 埋蔵文化財発掘調査年報3(愛 知埋文セン
ター )
赤星直忠・岡本勇 1979年3月墨書土器 『神奈川県史』資料編20
赤星雄一 1997年9月大江遺跡群出土の則天文字銘墨書土器について 肥後考古u
秋田県教育委員会 1985年3月 払田冊跡』1(政庁跡) 同委員会
1999年3月 払田柵跡』皿(区画施設) 同委員会
2001年3月文字資料 『中谷地遺跡』(文化財報告書316)
秋田市 2001年3月墨書土器等 『秋田市史』7
秋田市教育委員会 1989年9月『秋田城出土文字資料集』 秋田城跡発掘調査事務所他
2000年3月『秋田城出土文字資料集』皿 秋田城を語る友の会
阿久津久 1994年3月カマドにみる祭祀の一形態 日立史苑7
浅井勝郎 1966年6月金沢市三っ園新町発見の墨書土器 石川考古学研究会会誌10
浅利幸一 1983年10月市原市稲荷台遺跡出土の記年銘墨書土器 「房総における奈良・平安時代の土器」
安達志津 1989年7月富山市内での墨書土器発見から 富山市考古資料館報19
足立区立郷土博物館 ・すみ
だ 土文 ヒ 料館他
2001年10月『隅田川流域の古代・中世世界』 足立区立郷土博物館
穴沢和光他 1905年5月墨書銘土器の新例 会津と考古1
阿部義平 1989年3月律令期集落の復元 国立歴史民俗博物館研究報告22
2001年10月「古代の集落」 八千代市立郷土博物館
安部 実 1993年3月山形県内の律令祭祀遺跡 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
天野 努 1986年3月下総国印旛郡村神郷とその故地 千葉文化財セ 研究紀要10
1995年1月古代東国村落と集落遺跡 千葉文化財セ 研究紀要16
2001年3月集落遺跡と墨書土器 『千葉県の歴史』通史編2
天野 努他 1989年3月古代集落と墨書土器 国立歴史民俗博物館研究報告22
1994年3月出土文字資料と地名 千葉県史研究2
雨森智美 1989年2月郡衙遺跡の再検討 滋賀史学会誌7
網 伸也 zooi年12月平安京右京三条二坊十六町の発掘調査概要 条里制・古代都市研究17
綾村 宏 1988年3月筆・墨・硯が表す社会 『日本の古代』14
1993年11月筆、墨と硯 月刊文化財362
荒井健治 1995年11月国庁周辺に広がる集落遺跡の性格について 国立歴史民俗博物館研究報告63
新井重行他 2000年5月岩間町東平遺跡出土の墨書土器について 婆良岐考古22
新井 端 1994年6月「武蔵・寺内廃寺」の発掘調査 『渡来人と仏教信仰』
荒井秀規 1996年3月銅印と墨書土器 『大磯町史』1資 料編
200]年11月墨書土器研究の新視点 「出土文字資料研究の現在」
2002年3月神 川県出土の墨書土器 『神奈川県博 さがみの国と都の文化交流』
新井 仁 1995年2月出土した文字から社会を読む 群馬埋文 遺跡に学ぶ5
荒木志伸 1905年6月 古代墨書土器の考古学的研究』 私家版
1998年3月墨書土器から見た郡家遺跡 史学研究集録23
1999年9月墨書土器にみえる諸痕跡について お茶の水史学43
2001年3月古志田東遺跡出土の墨書土器 『古志田東遺跡』
荒木敏夫 198年9月 伊場の祭祀と木簡・木製品 『伊場木簡の研究』
1983年2月矢作川河床遺跡採集の墨書土器 岡崎市史研究5
1984年3月「郡府」墨書小考 岡崎市史研究6
1988年3月矢作川河床遺跡採集の 駅」墨書 岡崎市史研究10
1989年8月静岡県の墨書・刻書土器 「第17回 古代史サマー ・セミナー発 表資料 」
1992年1月東への海つ道と陸っ道 『伊勢と熊野の海』(海と列島文化8)
荒木敏夫他 1992年9月岡崎市の墨書土器 新編岡崎市史』原始古代1
荒木陽一郎 1990年4月箆(墨)書 土器「夷」字の考察 考古学の世界6
有富由紀子 1991年7月 霊異記』にみえる「寺」の存在形態 『日本霊異記の原像』
安城市歴史博物館 1992年3月 顔 のメッセージ』 同博物館
1995年7月『古代集落遺跡を掘る』 同博物館
1996年10月『掘り出された安城の歴史』 同博物館
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2000年3月『弥生の絵画 倭人の顔 同博物館
安藤正美 199211月見附市大坪1遺 跡出土の墨書土器について 新潟考古学談話会会報10
安藤 ・門鳴 ・今 野 ・酒 井・桜
井 ・佐藤 ・佐藤 ・菅原 ・高橋 ・
西野 ・本沢
2001年8月岩手県内出土古代文字資料集成 「第29回古代史サマーセミナー資料集」
,
飯田市上郷考古博物館 2000年9月『信濃で文字が使われ始めた頃』 同博物館
飯塚 聡 2000年4月古代(文字) 群馬文化262
池崎替詞 1999年5月美園遺跡出土の墨書土器新資料 『光陰如矢』
池田満雄 1977年ll月出雲国府域出土の木簡とへら書き土器 歴史手帖5-ll
池田善文 1999年n月長門の大仏料銅遺跡 月刊文化財374
池野正男 1997年3月越中における9世紀代の土器様相 北陸古代土器研究6
1998年3月富山県出土の古代文字資料 『古代北陸と出土文字資料』
池畑耕一 1991年1月隼人と文字文化 考古学ジャー ナル328
石井則孝 1980年10月日本古代文房具史の一面 古代探叢』
石上英一 1997年5月 日本古代史料学』 東京大学出版会
石上周蔵 1990年3月文字関係資料 中央白道長野 埋文発掘報告書9
石川県埋蔵文化財保存協
会
1993年3月 加茂遺跡』 同保存協会
1997年3月『石川県出土文字資料集成 同協会
1998年3月『古代北陸と出土文字資料 同協会
石川県埋文センター 1980年3月記名された土器 石川県埋文センター 所報3
1988年3月『寺家遺跡発掘調査報告』a 同センター
1989年3月 浄水寺墨書史料集 同センター
zoos年10月『発見!古代のお触れ書き』 大修館書店
石川県立歴史博物館 1996年10月波濤をこえて』 同博物館
石川考古学研究会 1975年3月「史跡 東大寺領横江荘荘家跡」 松任市教育委員会
石川正行・黒済玉恵 1998年3月東京都東村山市下宅部遺跡 祭祀考古11
石毛彩子 2001年3月平城京内寺院における雑 群 古代110
2002年1月地方官衙と墨書土器1一 駿河国志太・益頭郡衙と墨書
土暑卜一
古代官衙・集落と墨書土器」
石田広美 1988年6月大畑遺跡(埴生郡衙跡) 「関東官衙遺跡検討会資料」
石田広美他 1986年3月千葉県吉原三王遺跡の墨書土器 考古学雑誌71-3
石田義人他 1988年12月官」送字押印須恵器について 『鎌木古稀 考古学と関連科学
石巻市 史編 委員会 1992年3月出土文字資料 石巻の歴史』8
石原与作 1977年8月文部庄の所在地と、新川郡衙の移動について 富山史壇66
石山 勲 1972年1月鈴力山・山の前両古墳群出土須恵器にみられるヘラ記
号について
九州縦貫自動車関係埋文調査報告m
出石町教 委員会 1995年3月墨書土器 袴狭遺跡内田地区発掘調査概報
出石町教 委員会 199E年3月『袴狭遺跡内田地区発掘調査概報 同委員会
武 1982年12月人形祭祀の基礎的考察 橿原考古学研究所紀要8
和 弘幸他 1988年12月「官j逆字押印須恵器について 鎌木古稀 考古学と関連科学
市川淳子・中村絵美 2000年5月墨書土器(仏 教関連墨書土器の概略) 古代仏教系遺物集成・関東
毛 勲 1998年1]月新版 朱の考古学』 雄山閣
井戸幸一・藤村俊 2001年9月岐阜県下出土の古代文字資料の概要 文字の登場、そして広まり
伊藤 晃他 1988年12月「官」逆字押印須恵器について 鎌木古稀 考古学と関連科学』
修凍重敏 1975年7月「那珂郷」墨書土器 ひだみち3
1995年8月墨書土器雑考 茨城県考古学協会誌7
伊藤 純 1983年2月岡山県立博物館蔵の須恵器銘 馬評』について 古代文化35-2
1991年2月西成郡美努郷の一隅 葦火30
伊藤基之 1997年3月西三河出土の墨書土器 安城市歴史博物館 研究紀要4
糸原 清 1997年3月房総の古代寺院と交通路 『人間 ・遺跡 ・遺物 』3
井波町教育委員会 1976年12月「高瀬遺跡」 井波歴史民俗資料館
乾 哲也 1994年3月仏並遺跡出土の 佛廟 佛塔」銘特殊土器 大阪府漫文協会研究紀要2
井上唯雄 1987年ll月線刻をもつ紡錘車 古代学研究115
1989年3月群馬県出土の墨書土器 群馬県出土の墨書・刻書土器集成1
1998年3月紡錘車に書かれた線刻文字 群馬県出土の墨書・刻書土器集成3
井上唯雄・松田猛 1992年2月出土文字資料と文字の普及 群馬県出土の墨書・刻書土器集成2
井上満郎 1983年3月墨書土器銘 脇塞」の文献学的 察 北野廃寺
猪熊兼勝 1994年2月墨書土器 日本史大事典』6
猪俣昭善・谷旬 1996年3月本埜村角田台遺跡出土の文字資料 千葉文化財セ 研究連絡誌46
猪股喜彦 1989年4月大原遺跡出土墨書土器のもつ意味 山梨文化財研究所報7
1996年10月金川扇状地の土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
伊場遺 調査団 1971年12月伊場遺跡出土文子集成(概報) 遠江考古学研究会
茨城県教 財団 2000年6月茨城県域における文子資料集成1 茨城県教育財団 研究ノー ト9
2001年6月茨城県域における文子資料集成2 茨城県教育財団 研究ノー ト10
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2002年6月茨城県域における文字資料集成3 茨城県教育財団 研究ノー ト11
茨城県立歴史館 1982年10月茨城の書跡 一文字から見た地方文化一』 同歴史館
1985年3月 茨城県関係古代金石文資料集成』 同歴史館
199E年3月 茨城県史料 古資料編 、良・平安時代 茨城県
1999年2月 古代ぴとの顔』 同歴史館
茨城町史編 委員会 1995年2月律令制度のもとで 遺跡と遺物 茨城町史』通史編
荊木美行 1997年12月肥前国風土記』における峰の記載をめぐって 史料152
今井淳一 1998年3月墨書土器の機能面から見た地域社:会の諸相 古代北陸と出土文子資料』
今井 発 1997年11月入間地域の幹線道路・駅家・郡家 多摩のあゆみ88
今里幾次 1905年6月布勢駅家跡出土墨書土器 兵庫県の歴史23
岩井 清 1958年12月府中発見の二墨書土器 西郊文化17
いわき市教育委員会 1996年3月 木簡が語る古代のいわき』 同委員会
磐田市教育委員会 1981年3月 御殿・二之宮遺跡 発掘調査報告』1 磐田市文化財保存顕彰会
岩野見司 1967年1月 美濃国」施印須恵器について 考古学雑誌52-3
1998年3月「岡本」箆書き須恵器の新例 楢崎彰一先生 古希記念論文集』
岩見誠夫 1967年7月高野出土の墨書土器 秋田考古学26
石見町教育委員会 1999年3月(島根県)墨書土器が出土している遺跡一覧 大地ノ元遺跡』
印旛郡市文化財センター ig97年5月 千葉県印旛郡栄町 髄角寺五斗蒔瓦窯跡』 同センター
1997年ll月地名 ・文字 ・記 号』 同センター
植木 久 1986年10月難波宮および難波京内出土の墨書土器 薫火4
上田市立信濃国分寺資料
館
1986年9月 信濃出土の土器に書かれた文字』 同資料館
植 田 広 1992年3月北條池1号 窯跡採集のヘラ記号のある須恵器 広島埋文 研究輯録n
上野晴朗 1960年6月甲斐国発見の墨書土器と陰刻文字 甲斐史学ll
上原真人 1983年3月恭仁宮文子瓦の年代 文化財論叢』
1989年12月東国国分寺の文字瓦再考 古代 文化91-12
1997年5月 瓦を読む』 講談社
2001年10月東大寺法華堂の創建 考古学の学際的研究』
植松章八 1995年3月静岡県内出土文子資料にみる古代の地名について 静岡県埋文調査研設立10周年記念論文集』
上村和直 1992年7月人面土器製作技術の検討 長岡京古文化論叢』n
宇田川洋 1986年10月擦文文化の刻印記号 東大文考古学研究室研究紀要5
1999年11月北方地域の土器底部の刻印記号論 日本考古学1
内木真琴他 1987年1月吉井町矢田遺跡出土の文字資料について 群馬文化209
内田律雄 1988年4月 出雲国風土記』所載の林臣について 青山考古6
1990年2月 出雲国風土記』大井浜の須恵器生産(下) 古代学研究120
1999年8月 出雲国風土記』仁 郡布勢郷 風土記論叢4
宇野隆夫 1985年2月古代的食器の変化と特質 日本史 研究280(宇 野89-2)
1988年1月越中の国府・荘家・村落 歴史学と考古学(宇 野89-2)
1989年2月 考古資料にみる古代と中世の歴史と社会』 真陽社
1996年2月古代荘園図研究と考古学 日本古代荘園図
2001年6月 荘園の考古学』 青木書店'
梅津昇・中 成行 1971年8月浦和市採集の刻文、墨書土器 考古学ジャー ナル59
浦上雅史 2000年6月淡路における官衙 古代文化52-6
江浦 洋 1996年10月古代の土地開発と地鎮め遺構 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
江口 桂 1998年7月武蔵国 シンポジウム 東国の国府inWAYO』
2001年8月古代武蔵国府の具体像を探る 摩のあゆみ103
2001年9月最近の発掘調査「神」と「戌」と墨書きされた土器 あるむぜお57
2002年3月武蔵国府関連遺跡出土墨書土器の基礎的検討 府中市郷土の森博物館紀要15
海老沢稔 1999年6月常陸国信太郡出土墨書土器集成から 茨城県教育財団 研究ノー ト3
海老沢稔他 2000年5月岩間町東平遺跡発掘調査報告 婆良岐考古22
海老名市温故館 1993年3月 いにしえびとの置き手紙』 海老名市温故館
江村治樹 2000年2月 春秋戦国秦漢時代出土文字資料の研究』 汲古書院
榎村寛之 1997年1月斎宮跡出土の墨書土器について 眠りから覚めた文字たち』
1998年3月斎宮の墨書土器・再考 一宮歴史博物館研究紀要7
1999年3月古印を捺した土器 国立歴史民俗博物館研究報告79
人分市歴史資料館 2000年10月豊後国の眺め』 同資料館
大上周三 1999年3月大型建物群の性格について 古代の大型建物跡』
大川 清 1905年5月「墨書土器」3 小宮山書店
1905年5月 墨書土器」4 小宮山書店
1953年9月墨書土器集成 一 金鈴4
1955年1月墨書土器集成 二 金鈴5
1958年2月「墨書土器」1 早稲田大学考古学研究室
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1958年3月 武蔵国分寺古五七ン文字考』 小宮山書店
1958年9月 墨書土器」2 早稲田大学考古学研究室
,
1961年8月秋田城発見土器墨書銘集録(其 一) 史跡秋田城調査団
196:年9月 墨書土器」5 小宮山書店
196E年7月武蔵国分寺人名瓦再考 日本歴史考古学論叢』2
1970年12月墨書土器 新版考古学講座』7
1987年2月文字瓦研究の方法 季刊考古学18
1993年5月上野国分寺文字瓦人名小考 翔古論聚』
199E年3月武蔵国分寺創建時の造瓦組織 国士舘史学3
199E年12月墨書土器 日本土器事典』
1997年9月 増補 日本の古代瓦窯』 雄山閣
大河内勉 1990年5月鎌 市由比ケ浜中世集団墓地遺跡出土の 神主」銘古
代墨書土器について
東国史論5
大阪府文化財調査研究セン
ター
1995年12月摂河泉発掘資料精選』 同 センター
大阪府立泉北資料館 1989年2月 記された世界』 同資料館
大島秀俊 198E年3月余市町大川遺跡出土の擦文期の資料について 北海道考古学22
大竹憲治 1981年10月三貫地遺跡出土の墨書土器考 三貫地遺跡』
198]年10月福島県内出土主要墨書土器・刻書土器一覧 三貫地遺跡』
1985年ll月古代水神祭儀・呪儀に関する墨書土器・刻書土器考 宗教社会史研究』n
1985年12月関東地方出土の人面墨香土器小考 館18
1990年5月呪の世界 歴史考古学の諸問題』
1997年5月墨でかかれた呪の世界 季刊考古学59
大塚 章 1997年7月各務原市出土の奈良・平安時代の文字資料 岐阜史学92
大津市歴史博物館 1995年10月近江の古代を掘る』 同博物館
大坪宣雄 2000年3月民間における仏教の受容 かながわの古代寺院』
大友土器研究会 1997年8月古代・中世文字関連資料集成 大分・大友土器研究20
大西 顕 1905年6月戸水C遺 跡出土「津」墨書土器について 石川考古229
大野康男 1991年ll月八千代市萱田地区 千葉県立房総風土記の丘年報14
1993年ll月萱田地区出土の墨書土器 月刊文化財362
大場磐雄 1955年2月墨書土師器 平出
大庭康時 1999年12月集散地遺跡としての博多 日本史研究448
2001年11月博多綱首の時代 歴史学研究756
大橋信弥 1998年3月近江の律令遺跡の諸問題 『内野遺跡』a
大橋宏記 1981年3月ヘラ記号のある須恵器について 加茂町文化財調査報告』2
大橋泰夫 1998年5月下野国分寺 聖武天皇と国分寺』
1999年8月国衙工房の成立一下野国分寺出土瓦の分析 官営工房研究会会報6
2000年5月栃木県の古代官衙とその周辺 茨城県考古学協会誌12
大林達夫 1997年5月院と所 古文化談叢38
大平 聡 2000年7月古代石巻地域研究の現状と課題 石巻地方研究5
大村浩司 1993年3月間門川出土の墨書土器について ヶ崎市文化資料館調査研究報告1
岡崎晋明 1988年3月文字と記号 日本の古代』19
1988年10月奈良時代以前の埴輸・土器・瓦などに記された文字 橿原考古学研究所論集』9
岡崎市教育委員会 1983年9月墨書土器一覧表 矢作川河床遺跡出土品展』
岡田 博 1905年6月岡山県出土の古代文字資料 私家版
1992年U月官衙 吉備の考古学的研究』下
岡田正彦 1969年11月長野県更埴市荒井遺跡採集の一括資料 信濃21-11
1971年11月飯田・下伊那地方の墨書・刻書土器 伊那522
197E年9月墨書・刻書土器小 信濃25-4
1974年3月足場遺跡出土の墨書・刻書土器 長野中央道埋文 諏訪富士見町』1
1978年4月信濃の墨書・刻書土器 中部高地の考古学
岡本武憲 1989年3月近江出土の墨書土器について 滋賀県埋蔵文化財センター 紀要3
岡安雅彦 1995年7月西三河出土墨書土器一覧 古代集落遺跡を掘る』(安城歴博)
小川貴史 20019月 美濃国刻印須恵器の研究』 言叢祉
小川町教育委員会他 1992年12月「語りかける古代文字1 同委員会
小川芳範 1995年3月 美濃」刻印須恵器からみた大毛池田遺跡 愛知県埋文センター年報1995
1996年3月古代大毛遺跡を考える 愛知県埋文センター年報1996
2000年3月尾張北部出土の古代文子資料 愛知江 高研究紀要 波19
小口雅 1993年7月 夷」箆(墨)書について 海 をつなぐ日本史
1996年10月荘所の形態と在地支配をめぐる諸問題 土地と 地の世界をさぐる
1999年3月 森市野木遺跡出土の古代墨書土器 市史研究あおもり2
奥野義雄 1994年11月いまに息づく呪符・形代の習俗 木簡研究16
小郡市教 委員会 2000年3月墨書土器・刻書土器 上岩田遺跡調査概報』
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小郡市史編集委員会 2001年5月墨書・刻書土器一覧表 『小郡市史』9
小 田和利 2002年3月墨書土器・刻書土器 『大宰府政庁跡』
小 田富士雄 1959年1月墨書須恵器の新資料 古代31
1960年10月人面墨書土器 九州考古学10
塚久美子 1996年12月人面墨書土器からみた古代における祭祀の場 歴史地理学38-5
1997年3月古代の人面墨書土器出土地の考察 奈良女子大院人間文化研究科年報12
小野田勝一 1997年3月渥美窯の文字考 田原の文化23
1999年3月渥美窯のひらがな 田原の文化25
尾見智志 1905年6月殿田遺跡出土の刻書土器 上小考古21
小山市立博物館 198!年9月 古代人の顔 同博物館
1987年e月 下野国寒川郡 同博物館
1998年3月 掘り出された古代の小山』 同博物館
垣内光次郎 2002年3月浄水寺跡と山寺 新修 小松市史』資料編4
柿田祐司 2001年12月石川県津幡町加茂遺跡の発掘調査について 条里制・古代都市研究17
柿沼幹夫 1905年5月川 口市立安行中学校校庭出土の土器(郡 名) 鳳翔10
笠 義邦 1997年3月 鍛冶山遺跡の文字史料 『 鍛冶山遺跡発掘調査報告書』L
樋原考古学研究所附属博
物館
198'.年3月古代大和の土器の文字: 同博物館
2000年3月 大仏開眼 同博物館
樫村友延 1993年3月荒田目条里制遺構・砂畑遺跡第265遺跡の調査 第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
梶山雅彦 1993年7月沢幡遺跡出土の墨書・刻書土器について 茨城県教 財団 研究ノー ト2
柏原市立歴史資料館 1989年11月顔・顔・顔 人面墨描土器の世界 同資料館
1997年7月 井戸の中をのぞいてみよう 同資料館
1998年7月 大和川 古代からのメッセージ 同資料館
春 日真実 1994年3月八幡林遺跡出土の土器について 新潟考古5
片桐孝浩 1999'12月讃岐国出土の文字資料と硯 『古代四国の出土文字史料について』
勝部 昭 1980年10月十印のある土器 古代学研究99
1986年10月隠岐島の古墳 山陰考古学の諸問題』
1993年8月出雲国府と駅路 古代を考える 出雲』
1999年3月奈良時代の出雲 『「出雲の歴史講座」講演記録集」
1999年8月「大」を書く土器 風土記論叢9
2002年5月 出雲国風土記と古代遺跡』 山川出版社:
加藤 孝 1967年9月東北地方出土の人面墨画土師器 柏 還暦 山形県の考古と歴史
1971年3月人面墨描土師器考 東北文化研究所紀要3
加藤友康 1993年1月国府と郡家 『新版 古代の日本』7
加東郡教育委員会 1992年3月 上滝野・宮ノ前遺跡』 同委員会
角川文化振興財団 1997年5月 東京都古代中世古文書金石文集成』金石文編 角川書店
門脇禎二 1999年8月「調」刻字土器の史的意義 東アジアの古代文化100
神 、川県立埋文センター 1994年3月神奈川県内の墨書土器集成 かながわの考古学4
1995年3月神奈川県の墨書土器について かながわの考古学5
神奈川県立埋文センター 他 1996年3月甘 神奈川県の刻書土器集成 研究紀要1
金沢市教育委員会他 1993年3月 上荒屋遺跡 二 同委員会
金沢市埋文センター 2001年3月墨書土器 戸水大西遺跡』n
可児光生 2001年9月中世の墨書土器 一 岐阜県を中心に一 文字の登場、そして広まり
金子裕之 1985年3月平城京と祭場 国立歴史民俗博物館研究報告7
1987年4月都人の精神生活 『日本の古代9
1988年12月律令期祭祀遺物集成』 律令祭祀研究会
199]年2月律令期祭祀遺物集成(人面土器) 『律令制祭祀論考』
1999年12月藤原京 季刊考古学 別冊5
1998年12月都をめぐるまつり 日本の信仰遺跡』
1999年3月仏教・道教の渡来と蕃神崇拝 『古代史の論点』5
2000年9月考古学からみた律令的祭祀の成立 考古学研究47-2
2002年5月墨書人面土器 『日本考古学事典』
金子裕之編 199E年12月日本の信仰遺跡』 雄山閣
金刺伸吾 1969年3月本郷町出土の墨書土器 古代52
兼康保明 197E年2月淀川出土の人面墨書土器 古代研究8
狩野 久 1974年3月土器墨書銘 『富山県埋蔵文化財調査報告書』皿
上高津貝塚ふるさと歴史の
広場
1998年3月 仏のすまう空間』 同歴史の広場
2000年is月『古代霞ケ浦事情 同歴史の広場
かみつけの里博物館 1998年10月顔 ・かお ・KAO』 同博物館
2001年10月グンマはクルマから始まった 同博物館
上福岡市史編纂委員会他 199.年7月墨書土器 上福岡市史』資料編2
神村 透 2001年5月木曾の墨書土器 伊勢'閣考 古15
2001年5月木曾・お玉の森遺跡の墨書土器 信濃53一`
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2002年2月木曽郡出土墨書(刻書)土器一覧表 『木曽・お玉の森遺跡(第is次調査)』
禿 雅子 1999年9月文字と国府 『幻の国府を掘る』
亀田修一他 1988年12月r官」遊字押印須恵器について 『鎌木古稀 考古学と関連科学』
亀谷弘明 1998年9月古代地域社会論 史観139
蒲生町教育委員会 1989年3月墨書±器 『蒲生町文化財資料集』7
1989年3月墨書土器、墨書土器出土地一覧表 『蒲生町文化財資料集』7
蒲生町史編纂委員会 2001年2月墨書土器 『蒲生町史』4
唐沢保之 1991年3月古代群馬におけるミヤケの一考察 群馬県立歴史博物館紀要12
川井正一 1905年6月茨城町奥谷遺跡についての覚書 常総台地15
1983年3月墨書土器について 『鹿の子C遺 跡』遺構 ・遺物編下
1988年3月台渡里廃寺出土の墨書土器 菟玖波2
1998年5月奈良・平安時代 茨城県考古学協会誌10
1999年9月国府を支えた生産 常陸国 『幻の国府を掘る』
2000年5月茨城県の古代官衙とその周辺 茨城県考古学協会誌12
2001年3月文字資料について 中原遺跡3上
河 口貞徳 1987年3月薩摩(国分寺) 『新修国分寺の研究』5下
川越俊一 1995年9月藤原京「香山」墨書土器 『文化財論叢』v
河野真知郎 1997年2月呪術と陰陽道の鎌倉 大航海u
川畑 誠 1998年3月素描・墨書土器の周辺 『古代北陸と出土文字資料』
1999年3月須恵器貯蔵具の消費痕跡試論 北陸古代土器研究8
2002年1月使用痕跡から見た墨書土器の機能 「古代官衙・集落と墨書土器」
瓦吹 堅 1989年12月茨城県における久慈川流域の墨書土器1 奥久慈考古9
1991年3月東海村出土の墨書土器について 遡源東海5
1991年10月茨城県における久慈川流域の墨書土器n 奥久慈考古10
1996年5月茨城県北部の墨書土器 標葉文化論究』
1999年6月茨城県における久慈川流域の墨書土器m 奥久慈考古12
2000年7月茨城県最新発掘情報 考古学ジャー ナル46]
瓦谷戸窯跡群調査団 1999年9月『瓦谷戸窯跡群発掘調査報告書』 都内遺跡調査会他
関東古瓦研究会 1998年5月『聖武天皇と国分寺』 雄山閣
菊島美夫 1973年ll月墨書土器出土地名表 『甲斐国埋没条里遺構等の調査』
木 田 清 1996年3月墨書土器 『東大寺領横江庄遺跡』n
北九州市立考古博物館 2000年10月『考古学が語る古代の企救』 同博物館
北島信一 1986年6月遺跡出土の文字資料にみる8～10世紀の表記文化の
特色
信 濃38-6
北野 重 1990年3月記号を持つ土器の意義について 柏原市歴史資料館館報1
北野博司 1996年10月初期荘園と土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
北林八洲晴 1970年6月墨書土師器の一出土例 うとう74
北村憲彦・大佐古俊孝 1987年12月「小泊田宮」墨書土器出土 考古学ジャー ナル285
木津博明 1999年9月国府に地割はあったか 上野国 幻の国府を掘る』
木津町教育委員会 1980年10月上津遺跡墨書土器一覧 木津町埋蔵文化財調査報告書』3
木津町史編纂委員会 1984年12月上津遺跡出土墨書土器等一覧表 『木津町史』史料篇1
木戸雅寿 1989年3月笠原南遺跡出土の墨書土器について 滋賀県埋蔵文化財センター 紀要3
鬼頭清明 1983年4月漢字と民衆 高校社会 科資料5-1(鬼 頭92-12)
1985年1月『古代の村』 岩波書店
1989年3月郷 ・村 ・集落 国立歴史民俗博物館研究報告22
1992年12月『古代宮都の日々』 校 書房
1994年9月越後出土の木簡と墨書土器 『今よみがえる越後の古代』
1995年ll月墨書土器の一考察 日本古代国家の展開』下
紀野 自由 1995年10月古代文字と祭祀 調布の文化財is
木下 健 1973年11月馬の線刻画土器 考古学ジャー ナル88
木下正史 1993年7月『飛鳥・藤原の都を掘る』 吉川弘文館
木下宿運 1984年ll月呪術資料にみる密教の庶民化 『密教美術大観』9(朝 日新聞社)
岐阜県 1994年3月墨書・ヘラ書土器 岐阜県史』史料編 古代・中世 補遺
岐阜県博物館 1999年10月『水とまつり』 同博物館友の会
岐阜市歴史博物館 1990年3月『鬼神とまじない』 同博物館
木村 衡 1992年u月墨書土器から見た「三千寺J 地方史研究239.
2000年3月地方における奈良三彩陶器小壼 相模原市立博物館研究報告9
木村浩二 1993年3月城柵官衙遺跡の祭祀 一 宮城県一 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
木本元治 1993年3月御山千軒遺跡と祭祀遺物 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
九州歴史資料館 2000年10月「古代の文字」 同資料館
2000年10月『大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦 形式一覧 同資料館
京都国立博物館 1988年10月『畿内と東国 一埋もれた律令国家一』 同博物館
京都市考古資料館 1992年3月『古人の祈り』 同資料館
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京都市埋蔵文化財研究所 1997年11月『長岡京左京出土木簡』7 同研究所
京都市埋文研究所 1980年10月『平安京跡発掘資料撰』 同研究所
1986年ll月『平安京跡発掘資料撰』2 同研究所
京都市埋文研究所他 1996年ll月『つちの中の京都』 同研究所他
zoos年ll月『つちの中の京都』2 同研究所他
京都府埋文調査研究セン
ター
1992年3月墨書土器 『京都府遺跡調査報告書』16(千 代川遺跡)
1994年3月墨書土器 『京都府遺跡調査概報』56-2
京都府立丹後郷土資料館 1990年10月『山陰道の考古学』 同資料館
清田善樹 1989年5月越前国墨書土器小考 『日本の前近代と北陸社会』
桐原 健 1979年1月神解を盛る土器・家神を祀る土器 信濃31一:
2001年4月松塩地域における平安時代の仏堂 信濃53-L
金田章裕 1995年11月国府の形態と構造について 国立歴史民俗博物館研究報告63
金原 正 1989年3月墨書土器 『中央 自長野線埋文発掘報告』3
1989年3月文字関係資料 『中央 自長野線埋文発掘報告』3
1989年3月長野県内出土の墨書土器 『中央 自長野線埋文発掘報告』3
1991年4月長野県内の古代集落遺跡と墨書土器 信濃43-4
1998年7月古代集落の変化と墨書土器 『日本古代の国家と村落』
金曜会 1993年2月 史跡秋田城跡』 秋田城を語る友の会
草津市教育委員会 200:年3月大将軍遺跡(23次) 草津市文化財年報(平 成is年度)
2001年5月大将軍遺跡 一出土した墨書土器について一 文化財発掘出土情報229
久信田喜一 1997年3月古代常陸国鹿嶋郡鹿嶋郷について 茨城県立歴史館報24
国井弘紀 1998年3月後藤遺跡出土の墨書土器 栃木県立博物館 研究紀要15
国平健三 1997年3月相模国府研究の現状 神奈川県博研究報告 人文23
1981～84相模国の奈良・平安時代集落構造 上・中・下 神奈川 考古12・1'c・19
椚 国男 1966年10月谷野地名考 多摩文化18
1979年5月地名と地域の古代史研究 歴史百科5
椚国男・長友博 1965年12月八王子市犬目町甲の原 平安時代竪穴住居趾調査
報告
多摩考古7
頸城村教育委員会 1998年3月『榎井A遺 跡』 同教育委員会
熊谷公男 1996年3月道嶋氏の活躍 『石巻の歴史』1
熊田亮 1995年9月秋 田城と秋田郡 秋田市史研究4
住靖彦 1990年1月福岡県ハセムシ窯跡出土の刻書文字 日本歴史500
倉田直:純 1905年6月ヘラ描き土器「水司鴨口」について 三重の古文化47
蔵中 進 1995年ll月『則天文字の研究』 翰林書房
栗田則久 1984年12月佐原市吉原三王遺跡出土の墨書土器について 千葉文化財セ 研究連絡誌10
1987年3月旧香取郡出土の墨書土器 古代83
1988年3月墨書土器の様相 『東関東 自動車道理文調査報告書』N
1989年8月房総における8世紀代の墨書土器について 「第17回 古代史 サマー・セミナー発表 資料1
1990年3月出土文字資料について 『佐原市吉原山王遺跡』
1993年5月考古遺物としての墨書土器 千葉史学22
1993年1.月古代集落と墨書土器 月刊文化財362
1994年3月移動する墨書土器「千俣」 千葉県史研究2
栗田則久他 1986年3月千葉県吉原三王遺跡の墨書土器 考古学雑誌71-3
1994年3月出土文字資料と地名 千葉県史研究2
黒崎 直 1989年1月国と郡里 『古代史復元』8
黒沢彰哉 1980年10月石岡市宮部前河遺跡の墨描人面土器について 婆良岐考古2
1992年3月常陸の古代山岳寺院 茨城県立歴史館報19
1998年3月常陸国那賀郡における寺と官衙について 茨城県立歴史館報25
2000年5月岩間町東平遺跡発掘調査報告 婆良岐考古22
黒沢春彦 1998年3月茨城県における仏教関連遺跡の様相 『仏のすまう空間』
黒田慶一 198E年6月長原(城山)遺跡出土の「冨宮家」墨書土器 ヒストリア111
1988年2月長原遺跡出土の『上総』墨書土器 葦火12
1996年12月壷鐙と墨書土器 葦火65
黒田正典他 1989年3月古代集落と墨書土器 国立歴史民俗博物館研究報告22
郡司良一 1972年7月梵字を描く墨書土器 考古学ジャー ナル71
群馬県教育委員会 1989年3月『群馬県出土の墨書・刻書土器集成』1 同委員会
1989年3月『史跡上野国分寺跡』発掘調査報告書・本文編 同委員会
1992年2月『群馬県出土の墨書・刻書土器集成』2 同委員会
1998年3月『群馬県出土の墨書・刻書土器集成』3 同委員会
1999年3月『上西原遺跡』 同委員会
群馬県教育委員会他 1992年3月『史跡十三宝塚遺跡』 同委員会他
群馬県立歴史博物館 2001年10月『古代のみち』 同博物館
小池一徳 1995年3月大毛沖遺跡出土の墨書陶器 愛知県埋文センター 年報1995
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小泉玲子 互993年3月関東出土埴輪の線刻について 史観128
小出義治 1990年12月『土師器と祭認』 雄山閣
考古学資料から古代を考え
る会
2000年5月『古代仏教系遺物集成・関東』 同考える会
更埴市史纒纂委員会 1994年7月奈良・平安時代のくらし 『更埴市史』1
河野史郎 1997年8月大分平野の文字資料 大分・大友土器研究20
河野真知郎 2001年3月さまざまな祭祀・呪術 『図解 ・日本の中世遺跡』
郷堀英司 1993年ll月記号墨書を主体とする出土例 月刊文化財362
1994年3月鳴神山遺跡群出土の文字資料 千葉文化財セ 研究連絡誌90
2002年1月東国集落と墨書土器 「古代官衙・集落と墨書土器」
河本 清 1984年8月美作地方の官衙 えとのす25
国士舘大学実行委員会 2000年5月『文字瓦と考古学』 同委員会
国分僧尼寺の会 1998年6月『東国の古代寺院と文字瓦』 同会
国立歴史民俗博物館 2002年3月『古代日本 文字のある風景』 朝日新聞社
2002年4月『歴博フォー ラム 古代日本 文字のある風景』 同博物館
小島弘義 1984年3月相模国出土の墨書土器について 四之宮下郷』
1986年3月古代相模国出土の墨書土器 国学院大学考古学資料館研究紀要2
小島睦夫 2001年12月近江における中世一文字墨書土器について 『西田米寿 近江の考古と歴史』
古代学協会・古代学研究所 1994年12月『平安京出土土器の研究』 同協会他
小寺 誠 2002年7月出石町の古代遺跡と木簡 『木簡学会但馬特別研究集会』
小西昌志 1993年3月「東庄」墨書土器の字体について 『上荒屋遺跡』二
1997年3月9世紀における墨書土器の変化一北加賀を中心に一 北陸古代土器研究6
2002年1月北陸荘園と墨書土器 「古代官衙・集落と墨書土器」
小林昌二 1994年3月八幡林遺跡の文字資料 新潟考古5
2001年2月出土文字資料から見た古代越後 新潟県教委「第8回発掘調査報告会講演」
小林泰文 1996年9月古代の池子 かがやく池子遺跡群』
1998年5月集落遺跡にみる土器墨書行為について 神奈川考古34
小林芳規 1998年11月『図説 日本の漢字』 大修館書店
駒井正明 2000年1月大阪府内出土の奈良・平安時代文字資料一覧 発掘速報展 大阪2000』
小牧美知枝 1999年8月髄角寺(五斗蒔)瓦窯と文宇瓦 官営工房研究会会報6
小松正夫 1985年11月秋田城出土の人面墨書土器 月刊文化財266
1993年3月秋田県の祭祀遺跡 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
駒見和夫 1997年3月下総国府の現状と一検討 国府台7
1998年7月下総国(2) 『シンポジウム 東国の国府inWAYO』
1999年9月国衙の変遷から国庁を掘る 『幻の国府を掘る』
2000年3月墨書土器による国府の素描 国府台10
小宮俊久 1993年10月西今井皿遺跡の人面墨書土器 東国史論8
子持村教育委員会 1991年3月『黒井峯遺跡発掘調査報告書』 群馬県北群馬郡子持村教育委員会
近藤 脇 1993年3月日向考古資料IV 宮崎県総合博物館研究紀要18
今平利幸 1997年12月「峰家」墨書土器について 燦[とぶひ]の道』
斎宮研究会 1978年ll月『斎王宮跡発掘』 同研究会
斎宮歴史博物館 1989年10月『斎宮跡発掘資料選』 同博物館
1990年7月『古代の祈り一祓いの顔一』 同博物館
1996年1月『古代の硯』 同博物館
1997年1月『眠りから覚めた文字たち』 同博物館
1999年3月『幻の宮 伊勢斎宮』 朝日新聞社
2000年10月『器は語る700年』 同博物館
埼玉県埋文調査事業団 1997年12月墨書土器 『中堀遺跡』9
1997年12月紡錘車 『中堀遺跡』4
斎藤卓志 1998年3月線刻人面土器と刺青の霊的な力(1; 安城市歴史博物館研究紀要5
斎藤 忠 1980年3月各地出土の墨書土器より見たる伊場墨書土器 『伊場遺跡遺物編』2
1987年2月墨書土器研究の意義 季刊考古学18
1991年8月下野(国分寺) 『新修国分寺の研究』3
1997年12月『仏教考古学と文字資料』 雄山閣
藤博史 1989年3月「田司家」等の墨書土器出土 滋賀文化財だより13E
斎藤弘之 1999年3月顔に線刻表現のある人物埴輪頭部 安城市歴史博物館研究紀要6
斉藤美穂 2000年12月いわき市泉町出土の墨書土器について いわき市教育事業団研究紀要ll
斉藤嘉彦 1983年2月矢作川河床遺跡と遺物 岡崎市史研究5
西隆寺調査委員会 1976年3月『西隆寺発掘調査報告』 同委員会
佐伯有清 1986年3月刻字土器「夷Jの意義 『サクシュコトニ川遺跡』
1994年3月「夷」字記載の出土遺物 1993年度大川遺跡発掘調査概報』
1995年5月『古代東アジア金石文論考』 吉川弘文館
佐伯弘次 1996年8月博多出土墨書陶磁器をめぐる諸問題 『博多遺跡群出土墨書資料集成』
117
吉村 武彦
2000年3月中世の香椎と香椎宮 『香椎B遺 跡』
坂井利明 1960年12A住居祉出土の墨書土器 金鈴12
坂井秀弥 1996年7月水辺の古代官衙遺跡 『越と古代の北陸』
坂井秀弥・飯坂盛泰 1998年3月新潟県の出土文字資料 『古代北陸と出土文字資料』
栄原永遠男 1980年11月袖井遺跡出土の木簡 木簡研究2
阪田正一 1983年1月八千代市権現後遺跡出土の墨書人面土器について 千葉史学2
1985年10月千葉県出土の墨書土器について 日本歴史449
1986年2月東国の集落 『日本歴史考古学を学ぶ』上
坂詰秀一 1960年1月相模南足柄出土の墨書土器 古代34
1988年3月墨 土器を出土する東京都落川遺跡 日本の古代月報14
坂詰秀一編 1990年5月『歴史考古学の問題点』 近藤出版社
坂戸市教育委員会 1992年10月「坂戸の古代文字資料」 同委員会
坂本 彰 2000年11月立野牧と石川牧 『古代の牧と考古学』
佐久間賢・上沼章一 1986年2月胆沢城とその周辺 『第12回 古代城柵官衙検討会』
桜井茂隆・高木博彦 1980年4月八 日市場市出土の「千校尉」と記された墨書土器に
ついて
史館12
桜井市文化財協会 1999年3月『桜井・発掘調査現場から』 同協会
桜井久之 1987年10月東区島町発見の奈良三彩小量をめぐって 葦火10
1997年4月「古市里」墨書土器 葦火67
桜岡正信・関口功一 2001年5月古代寺院の付属施設に関する一考察 群馬考古学手帳ll
笹神村教育委員会 1991年3月『発久遺跡』 同委員会
佐々木和博 1975年11月下総国分僧寺趾出土の墨書土器 MUSEUMち ば6
1984年12月「博士館」墨書土器私考 史館17
佐々木震一 1981年9月伊場遺跡と馬 『伊場木簡の研究』
佐々木利三 1982年12月日本金石文にみえる則天文字 『小野頒寿 東方学論集』
佐々木嘉和 zoos年6月薬師垣外出土の「厨」墨書灰紬陶器碗 伊那877
笹生 衛 1986年11月奈良・平安時代における疫神観の諸相 『平安時代の神社と祭祀』
1993年3月「村落内寺院」における堂宇建物と仏教信仰 『野中徹先生還暦記念論集』
1994年12月古代仏教信仰の一側面 古代文化4f-12
1998年3月古代集落と仏教信仰 『仏のすまう空間』
佐藤一郎 1992年7月律令期の博多遺跡群 はかた1
佐藤禎宏 1985年2月庄内地方と出羽国 庄内考古学19
佐藤庄一 1985年1月俵田遺跡の祭祀遺構 えとのす26
1985年2月俵田遺跡の人面墨描土器 庄内考古学19
1985年2月城輸樒跡周辺の村落 庄内考古学19
佐藤 隆 1999年2月森の宮遺跡の土馬と人面土器 葦火48
佐藤次男 1950年10月墨書土器の概念 ハ ニワ1-9
1950年11月墨書土器の概念(続) ハ ニワ1-5
1952年1月墨書土器と箆書土器と刻印土器 考古学1-1
1952年2月墨書土器・刻印土器の用途考 考古学1-2
1952年4月墨書土器の種類 考古学1-3
1952年5月墨書・箆書・刻印土器出土地名表 考古学1-4
1952年9月常陸国大串出土の墨書土器 考古学1-7
1954年2月墨書土器ノー ト 考古学19
1956年1月墨書土器二件 考古学17
1956年1月墨書・箆書・刻印土器出土地名表2 考古学1'r
1956年1月同一文字出土遺蹟集成表 考古学17
1956年1月墨書土器出土遺蹟種類別表 考古学17
1956年1月文字墨書土器の分類 考古学17
1957年1月「墨書・箆書・刻印土器出土地名表」 考古学会
1965年ll月墨書・箆書・刻印土器の史料価値について ひたちじ3
1985年2月墨書土器の集大成 考古学ジャー ナル24i
1987年2月箆書土器・刻印土器 季刊考古学18
1995年3月文字資料について 『茨城県史料 考古資料編』奈良・平安時代
佐藤浩司 1993年8月墨書土器、ヘラ書き土器と硯に関する一考察 古文化談叢30下
2002年1月西国における墨書土器の様相 「古代官衙・集落と墨書土器」
佐藤 信 1988年3月習書と落書 『日本の古代』19
1993年12月習書と戯画 月刊文化財363
1999年6月宮都・国府・郡家 『岩波講座 日本通史』4
1999年5月『古代の遺跡と文字資料』 名著刊行会
1999年11月古代の文字資料と書写の場 『古代文書論』
佐藤正知 1905年6月陶硯と墨書土器 静岡県埋文調査研究所研究所報12
1989年8月静岡の墨書土器 「第17回 古代 史サマー ・セミナー発表 資料 」
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佐藤正好 2000年3月古代人の顔 茨城県立歴史館報27
真田広幸 1986年10月借着国大御堂廃寺考 山本喜寿 山陰考古学の諸問題』
佐野五十三 1995年3月墨書土器観試論 静岡県埋文調査研設立10周年記念論文集』
1996年10月条里と土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
佐原 真 1983年3月食器における共用器・銘々器・属人器 文化財論叢』
山武考古学研究所 1995年3月 御殿・二之宮遺跡』第6次発掘調査報告書 同研究所
椎名仙卓 1959年4月佐渡金井村元屋敷出土の墨書土器 古代32
1959年8月「軍」「国」の墨書土器をめぐって 佐渡博物館館報3
滋賀県教育委員会 1980年3月 鴨遺跡』 高島町教育委員会
2001年3月山賀遺跡 まとめ 山賀遺跡』
滋賀県教育委員会他 199年3月桜生古墳群発掘調査報告書』 同委員会他
滋賀県文化財保護協会 2002年1月判読不明な墨書土器 おおてみち38
滋賀県文化財保護協会他 2002年L月高島郡内の土器 「陸路・海路の考古学」
滋賀県埋文センター 1992年1]月文字・絵画・記号の考古学」 同センター
1995年2月県内最古級の墨書土器出土 滋賀埋 文ニュース』179
2000年9月郷名を記した墨書土器が出土 滋賀埋 文ニュース』245
滋賀県立近江風土記の丘
料館
1983年ll月近江の官衙 一墨書土器と硯一』 同資料館
信楽町教育委員会 1994年3月 紫香楽宮関連遺跡発掘調査報告』 同委員会
宍野佐紀子 1996年3月出土文字資料 武蔵国府関連遺跡調査報告』17
静岡県 1989年3月土器墨書・刻書 静岡県史』資料編4古 代
篠原英政・田中弘志 2001年3月弥勒寺跡・弥勒寺東遺跡 古代110
柴田信次 198411月福山市 蔵王町出土の墨書土器 草戸千軒128
柴田博子 1991年9月宮崎県内出土の墨書土器と墨書土器研究 宮碕考古15
199F年12月日向国出土の墨書土器をめぐる諸問題 宮崎産業経営大学研究紀要11-1
zooi年3月寺崎遺跡出土の墨書土器について 寺崎遺跡』
2001年7月古代・中世墨書土器資料集成 都城市史』史料編 古代・中世
2002年3月墨書土器の地域差に関する一考察 宮崎産業経済大学研究紀要19-2
2002年3月墨書土器からみた古代一中世における文化伝播と地域
的変容に関する研究
科研費研究成果報告書
柴田博子他 199E年3月日向国出土の墨書土器 宮崎県史』通史編古代2
嶋田光一 1999年4月箆書須恵器の諸問題 先史学・考古学論究』皿
島根県立博物館 zoos年9月「墨書土器は語る」 同博物館
島根県立八雲立つ風土記
の丘
1980年9月 山陰の国府と律令時代』 同風土記の丘
1982年10月島根の古代』 同風土記の丘
1983年7月文字のかたる世界 八雲立つ風土記の丘61・62
1983年7月島根県関係出土文字資料一覧 八雲立っ風土記の丘61・62
1987年9月 八雲立つ出雲国』 同資料館
1988年10月古代の女性』 同資料館
清水みき 1984年10月墨書土器 長岡京木簡』1
198E年3月長岡京の墨書土器 向日市文化資料館研究紀要1
198E年6月墨書土器「車宅」をめぐって 長岡京古文化論叢』
1987年3月墨書土器の機能について 向日市文化資料館研究紀要2
199'.年9月食料供給官司名を記す墨書土器に関する一考察 京都考古59
1992年3月出土文字資料 長岡京市史』資料編2
1997年10月長岡京期の墨書土器 「第3回 近畿ブロック埋文研修会資料集」
2000年2月長岡宮跡出土の 勅厨』の墨書土器 古代文化52-2
200]年ll月律令官衙と墨書土器 出土文字資料研究の現在」
清水みき・山中章 1993年ll月長岡京跡の墨書土器 月刊文化財362
下伊那教 目会 1991年3月墨書・刻書土器 下伊那史』1
城陽市歴史民俗資料館 1996年i.月古代役人のしごととくらし』 同資料館
市立市川考古博物館 1983年10月「房総における奈良・平安時代の土器」 史館同人
1994年3月 下総国分寺跡』 同博物館
新修小松市編集委員会 2002年3月 新修 小松市史』資料編4(国 府と荘園) 小松市
新谷 武 1975年4月青森県前田野目砂田遺跡出土の箆書土器について 北奥古代文化7
進藤秋輝 1996年3月海道と牡鹿柵 石巻の歴史』1
吹田市史編 委員会 198.年3月古代の垂水 遺跡 吹田市史』8
田市立博物館 1996年3月市内出土の文子資料(垂 水 遺跡) 博物館だより6
1998年10月榎坂郷蔵人村の日々 』 同博物館
2000年9月 難波津の歌」が書かれた土器 博物館だより15
末木 健 198:年12月山梨県下の墨書刻書土器 甲斐路49
2000年ll月山梨の牧関連資料 古代の牧と考古学』
宋永雅雄 1959年7月延喜式記載の土器 魚燈先生古稀記念論叢』
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周防市教育委員会 1990年3月 周防の国府跡』 同委員会
菅原章太
8
.
1995年ll月氏」と書かれた土器 日本古代国家の展開』下
1997年3月墨書土器の機能に関する一試論 『堅田直先生古希記念論文集』
杉山晋作 1995年2月古代印波の分割 『王朝の考古学』
鈴木克彦 1905年5月青森県における文字の初見 青森県立郷土館だより9-1
鈴木景二 2000年12月古代建築部材の墨書と近世の俗信 奈良史学18
鈴木仁子 1982年3月陶硯と墨書土器について 埼玉県埋文調査事業団報告書16
鈴木拓也 2001年3月墨書土器に込められた古代人の信仰 近 畿大 文 学・芸術 ・文化12-2
鈴木敏雄 1931年11月三重県桑名郡柚井貝塚発見墨書±器 考古学雑誌21-11
鈴木俊雄 1992年5月武蔵国分寺文字瓦に関する一試論 丘陵13
鈴木仲秋 1905年6月墨書土器の一つの見方 山武考古学研究所 研究紀要2
1975年5月房総における墨書土器の一考察 史館5
1978年3月墨書土器について 千葉県の歴史16
1980年3月市原出土の墨書土器 市原地方史研究10
1981年3月佐 市江原台遺跡出土の墨書土器 「中村家」 房総風土記の丘年報4
1982年5月墨轡土器について 『論集 房総史研究』
1994年6月墨書土器「種守」をめぐって 『東国地域文化史序説』
鈴木靖民 1996年9月古代蝦夷の世界と交流 『古代王権と交流』1
1997年1月北の古代の出土文字資料 本郷9
1999年10月擦文期の北海道と東北北部の交流 国史学169
2002年3月 と北の文字 『古代日本 文字のある風景』
鈴木良章 ・栄原永遠男 2000年12月紫香楽宮関連遺跡の調査 条里制・古代都市研究16
須田 勉 1985年12月平安初期における村落内寺院の存在形態 『古代探叢n
1991年ll月村落内寺院について 千葉県立房総風土記の丘年報14
1996年3月古代寺院の経済活動 国士舘史学9
1999年10月東国における古代民間仏教の展開 『仏堂のある風景
2001年3月東国における双堂建築の出現 国士舘史学9
須田 誠 1993年6月大谷真鯨遺跡出土の墨書土器 温故館だより23
関 俊彦 1961年6月 川 国府台出土の墨書土器 歴 史考古9・10
1991年3月 鍛冶山遺跡の史的性格 藤沢市史研究24
199'.年ll月古代村落の再検討と村落首長 歴史学研究626
1992年3月 物部郷長」の世界 矢田遺跡m
1994年2月『日本古代社会生活史の研究』 校倉書房
関 口功 一 1994年3月121号土坑出土の刻字土器の地域史的意義について 下高瀬上ノ原遺跡』
1999年3月史料からみた「院」について 群馬県教委 上西原遺跡
2000年3月古代集落遺跡の地域史的意義 村のなかの古代史』
瀬田正明 1998年1(月甲斐国分尼寺跡北方出土の墨書土器 帝京大学山梨文化財研究所報33
瀬戸内海歴史民俗資料館 1987年5月瀬戸内海地方墨書・刻書土器一覧 同資料館
仙台市史編纂委員会 1995年3月出土文字史料 『仙台市史』資料編1
大覚寺 1997年3月墨書土器 『史跡大覚寺御所跡発掘調査報告』
田尾誠稔 2000年3月小田原の古代遺跡 神奈川地域史研究18
高井悌三郎 1959年9月常陸台渡廃寺趾出土の文字瓦 史跡と美術297
1960年12月常陸堀ノ内古窯趾出土の箆書土器について 『西田頒寿 日本古代史論叢』
1978年3月茨城の古瓦について 茨城県歴史館報5
198:年3月墨書・箆書土器一覧 『茨城県史』原始古代編
198E年1月 常陸国新治郡上代遺跡の研究』n 甲陽史学会
高木博彦 1975年3月墨書土器よりみたる房総古代仏教の一側面 MUSEUMち ば10
高崎章子 1997年8月中津・宇佐地方の文字資料 大分・大友土器研究20
高島英之 1991年3月下小鳥遺跡出土墨書・刻書土器について 群馬県教委『下小鳥遺跡』
1991年3月融通寺遺跡の出土文字資料 融通寺遺跡』
1991年3月墨書土器について 『三ッ寺n遺 跡』本文編
1991年10月則天文字を記した墨書土器について 信濃43-10
1991年10月出土文子は語る 群馬風土記24
1992年3月染谷川河川敷部出土の刻書土器について 『関越 自地域埋文調査報告』41
1992年3月矢田遺跡出土の平安朝における文字資料について 矢田遺跡m
1992年11月古代の焼印についての覚書 古代史研究11
1993年3月多胡蛇黒遺跡出土の墨書土器と漆紙 群馬埋文多胡蛇黒遺跡』
1993年11月則天文字の導入 月刊文化財362
1994年3月二之呂呂下東遺跡出土の墨書土器について 群馬埋文二之宮宮下東遺跡
1994年5月古代東国の村落と文字 『古代東国の民衆と社会』
1996年3月群馬県吉井町黒熊中西遺跡出土元慶四年銘砥石をめ
ぐって
栃木史学10
1996年3月元総社寺田遺跡出土の文字資料 群馬埋文 元総社寺田遺跡』皿
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199E年10月牧と古代の土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
1997年3月富岡市下高瀬上之原遺跡出土刻書土器をめぐって 群馬埋文事業団研究紀要14
1997年 重0月墨書土器が語る在地の信仰 歴史学研究703
1998年3月東国集落遺跡出土の人面墨書土器についての一考察 神 川地域史研究16
1998年10月人面墨書土器にみる恐れと祈り 顔 ・かお ・KAO』
里999年3月下芝五反田遺跡出土の墨書・刻書土器について 下芝五反爾遺跡』
2000年5月墨書土器村落祭祀論序説 日本考古学9
2000年6月木簡と墨書土器が語るもの 日本史研究最前
2000年9月 古代出土文字資料の研究』 東京堂
2000年n月古代上野国の牧 古代の牧と考古学
2001年1月絵画表現と社会機能 歴史評論609
2001年3月群馬県榛名町高浜広神遺跡出土の平安時代焼印につ 青山考古18
2001年3月墨書土器にみるムラの祭り 群馬町誌』通史編 上
2001年12月書評 平川 著 墨書土器の研究』」 日本史研究472
多賀城市埋文調査センター 1997年3月墨書土器・ヘラ書き土器・線刻土器 山王遺跡』1
田形孝一 1991年9月西上総における 、良・平安時代の出土文子資料 君津郡市文セ研究紀要5
1993年8月文字が消える 千葉文化財セ 研究連絡誌38
1996年8月集落から村落へ(D 千葉文化財セ 研究連絡誌47
1997年9月黒潮満ちる道 古代の道と旅』
1997年ll月下総国印旛郡船穂郷の歴史的景観 千葉史学31
1999年10月出土文字資料 印西市鳴神山遺跡・白井谷奥遺跡』
田形孝一・天野努 zooi年3月信仰・呪術と墓制 千葉県の歴史』通史編2
田形孝一他 1994年3月出土文字資料と地名 千葉県史研究2
高野 学 1991年9月祭祀 図解・日本の人類遺跡』
高野芳宏・進藤秋輝・熊谷
公男・渡辺伸行
1976年3月多賀城の文字瓦 賀城調査研究所研究紀要m
高橋保・田中靖 1993年3月新潟県 八幡林遺跡 平成4年 度の調査 第19回 古代城柵官衙遺跡検討会資料」
高橋 学 1986年3月秋田県内出土の墨書土器集成 秋田県埋文センター 研究紀要1
1995年3月秋 田県出土の墨書土器、箆書・刻書土器 秋田県埋文センター 研究紀要10
1997年8月秋田県内出土の文字資料 「第25回 古 代史サマー ・セミナー 発 表資 料」
2002年1月地方官衙と墨書土器m一 城柵官衙と墨書土器一 「古代官衙・集落と墨書土器」
高橋美久二 2001年5月古代官衙と交通 栃木県考古学会誌22
高堀勝喜 1989年3月金沢市三小牛町の「山寺」三千寺跡について 加能史料会報4
高松俊雄 1982年3月郡山出土の墨書土器 福島考古23
田熊清彦 1979年3月墨書土器について 薬師寺 遺跡』
1987年7月下野国府跡出土の遺物について 古代を考える45
1989年12月下野国府と文字瓦 古代文 化9]一12
1990年4月堀越遺跡と墨書土器 考古8
1997年12月峰家の文字と墨書土器 燦[とぶひ]の道』
竹内理三 1981年9月淵評と浜津郷 伊場木簡の研究』
但馬国分寺跡発掘調査団 1981年3月 但馬国分寺木簡』 日高町教育委員会
立木 修 1983年3月平城 呂の大膳職・大炊寮・内膳司 文化財論叢』
辰巳和弘 1992年6月 埴輪と絵画の古代学』 白水桂
巽 淳一郎 1993年12月都城における墨書人面土器祭祀 月刊文化財363
1996年6月墨書人面土器 日本の美術361
1999年4月須恵器の調納制に関する覚書 明 日香風70(巽00-4)
1999年ll月古代の焼物調納制に関する研究 夏衣千年』(巽00-9)
2000年4月 記号・文子・印を刻した須恵器の集成 科研費報告書
2002年1月都城出土墨書土器の性格 「古代官衙・集落と墨書土器」
巽淳一郎・寺崎保広 1994年10月平城宮・京出土文子刻書土器資料 、良国立文化財研究所年報1994
辰巳 均 198:年2月墨書土器 城山遺跡調査報告書 腎
舘野和己 1993年3月斗西遺跡出土の墨書土器群について 能登川町埋蔵文化財調査報告書』27
田中勝弘 1973年3月墨書人面土器について 考古学雑誌58-4
田中清美 1997年2月房総における墨書土器の発生について 田古稀 生産の考古学』
田中 卓 1983年3月最古の"土器文字"の読みについて 料57・58合 併 号
田中広明 1996年10月国司の館と郡司の家 土曜考古20
田中弘志 1999年12月弥 寺東遺跡の調査 条里制・古代都市研究15
2001年7月弥勒寺東遺跡と武義郡衙 美濃・飛騨の古墳とその社会』
田中正日子 1998年3月大宰府の支配と地方寺院 小郡調査報告 井上廃寺1
2000年3月評制下の上岩 田遺跡と筑紫大宰の支配をめぐって 小郡調査報告 上岩田遺跡調査概報』
田中 靖 1995年ll月八幡林遺跡の時代的変遷 木簡研究17
1999年6月和島村の官衙関連遺跡 今、注目される越後の古代』
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2001年12月新潟県和島村下ノ西遺跡検出の官衙遺構 条里制・古代都市研究17
田辺征夫 199e年5月『平城京を掘る』 吉川弘文館
田辺昭三 1990年12月『古代史発見の旅』 角川書店
谷 旬 1995年7月墨書土器の出土状況から 山梨県考古学協会誌7
谷口 栄 1994年12月大島郷を掘る 『東京低地の古代』
玉木朋史 2001年3月出土木簡の名前は遣唐使の柁師一族か 歴 史九州ll-7
玉目時雄 1975年7月墨書土器 『書の 日本史』1
1980年10月転用硯考 古代探叢』
1989年12月墨書土器小考 一 東洋大学文学部紀要38
1987年2月墨書土器 季刊考古学is
1987年2月墨書土器小考 東洋大学文学部紀要40
1987年11月墨書土器について 書道研究1-6
玉田芳英 1995年9月漆付着土器の研究 『文化財論叢n
玉湯町教育委員会 1999年3月『蛇喰遺跡発掘調査報告書』 同教 団委員会
田村言行・水野正好 1978年1月千葉県江原台遺跡発見の人面墨書土器とその世界 月刊文化財172
千葉県史料研究財団 1996年3月出土文字資料集成 『千葉県の歴史』資料編 古代
1998年3月『千葉県の歴史』資料編 考古3 千葉県
千葉県文化財センター 1987年4月 栄町埴生郡衙跡確認調査報告書』歴 千葉県文化財保護協会
1993年9月房総考古学ライブラリー 7歴 史時代(1)』 同センター
1998年3月古代仏教遺跡の諸問題 千葉文化財センター 研究紀要18
1999年10月今、古代史がおもしろい』 同センター
1999年10月『印西市鳴神山遺跡 他』 同センター
2000年3月フォーラム「今、古 代史がおもしろい」 千葉文化財セ 研究連絡誌57
千葉県立房総風土記の丘 1977年9月 文字は語る』 同風土記の丘
中主町教目委員会他 1987年3月墨書土器 『西河原森ノ内遺跡』第3次発掘報告書
塚原二郎 1987年12月府中市高橋金三宅地区出土の墨書土器 東京の遺跡17
塚本 宏 2001年3月墨書土器の書体・書風考 国府台ll
辻 史郎 1999年8月「意布郷久須波良部」の墨書土器 日本歴史615
辻史郎・山路直充 1994年12月下総国分寺跡の発掘と下総国府 『東京低地の古代』
辻合喜代太郎 1961年4月大阪市出土の墨書人面土器 史跡と美術313
辻川哲朗 2001年12月墨書による土器識別の諸様相 西田米寿 近江の考古と歴史』
土浦市立博物館 1993年7月「開かれた古代への扉J 同博物館
津野 仁 1987年4月器種分化波及の一例 唐沢考古7
1990年3月地方官衙出土の墨書土器 古代89
1991年1月土器に書かれた文字 考古学ジャー ナル328
1991年4月遺跡からみた郷長の性格 大平台史窓10
1993年11月地方官衙の墨書土器 月刊文化財362
1998年3月郷長とその性格 『律令国家の地方末端支配機構をめぐって』
津野 仁他 1990年1月墨書土器研究の課題と展望 考古回覧10
津山郷土博物館 1995年10月『美作国府跡』 同博物館
鶴ケ島町史編纂室 1991年3月奈良・平安時代 鶴ヶ島町史』原始・古代・中世編
鶴見貞雄 1978年3月石下町出土の墨書土器二例 領域研究1
出越茂和 1993年3月北陸初期荘園の考古学的研究 『上荒屋遺跡』二
1994年9月墨書土器の実測方法について 北陸古代土器研究9
1998年3月古代墨書土器の諸問題 古代北陸と出土文字資料』
1999年3月古代北陸における官寺・山寺・里寺 石川考古学研究会『北陸の考古学』m
出越茂和・小西昌志 1992年5月上荒屋遺跡出土の墨書土器 北陸古代土器研究2
1993年11月初期荘園の墨書土器 月刊文化財362
1994年3月上荒屋遺跡と出土文字資料 加能史料研究6
1994年3月石川県上荒屋遺跡と出土文字資料 日本歴史550
手塚 孝 2001年8月 山形県米沢市古志田東遺跡 日本歴史639
寺沢 薫, 1996年2月それは「田」ではない 古代学研究133
寺田兼方 1958年7月刻字土器の新例 貝塚78
1978年8月若尾砂丘と刻字土器 藤沢風物76
東京都教育委員会 1993年9月『多摩の遺跡展 発掘物語』 同委員会
東野治之 1980年6月備後宮の前廃寺出土の文字瓦 草 戸千軒84(東 野83-3)
1983年3月『日本古代木簡の研究』 塙書房
1986年12月発掘された則天文字 出版 ダイジェスト1187(東 野99-12)
1989年4月法隆寺献納宝物 竜首水瓶の墨書銘 MUSEUM457.
1990年6月法隆寺釈迦三尊台座の墨書 出版 ダイジェスト1343(東 野94-1c)
1992年2月墨書・刻書土器の意義 群馬県出土の墨書・刻書土器集成』2
1994年3月121号土坑出土の刻書土器について 『下高瀬上ノ原遺跡』
1994年12月書の古代史』 岩波書店
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1995年8月 龍角寺瓦窯の文字瓦と金石文 官営工房研究会会報6
徳江秀夫 1989年3月荒砥洗橋遺跡出土の文字資料の様相 酵馬埋文『荒砥洗僑遺跡・他』
徳島県立博物館 1993年4月『祈り・のろい・はらい』 同博物館
徳永貞紹 1996年8月佐賀県出土の中世墨書資料 『博多遺跡群出土墨書資料集成』
栃木県教育委員会 19991(月『東海道の国分寺』 栃木県教育委員会
栃木県教育委員会他 1986年3月『下野国府跡 資料集n(墨 書土器・硯)』 同委員会他
1996年3月墨書土器・刻書土器 『八幡根東遺跡』
2001年3月南東ブロック出土土器の組成および墨書・刻書土器 『那須官衙関連遺跡』田
栃木県文化振興事業団 1987年3月 下野国府跡』四(付章 墨書土器) 同事業団
1988年3月 下野国府跡』V皿(土器類調査報告) 同事業団
栃木県立しもつけ風土記の
丘資料館
1992年10月『古代の役所』 栃木県教育委員会
199;年10月『東山道の国分寺』 栃木県教育委員会
1995年10月『古代の集落』 栃木県教育委員会
1999年u月『仏堂のある風景』 栃木県教育委員会
栃木県立なす風土記の丘
料
2001年9月『東山道』 栃木県教育委員会
栃木県立博物館 1986年4月 ほりだされた下野の古代』 同博物館
1995年10月『東国火葬事始』 同博物館
2000年10月『掘り出された「文字」』 同博物館
鳥取県埋文センター 1989年2月『歴史時代の鳥取県』 同センター
戸根貴之 1999年3月古代文字資料にみる蝦夷 古代106
戸根与八郎 19931(月越後・佐渡の出土文字資料(上) 北越考古学
土橋 誠 1993年ll月仮名書きの墨書土器 月刊文化財362
富加町教育委員会 1978年3月 東山浦遺跡』 同委員会
冨永樹之 1994年5月「村落内寺院」の展開(上) 神奈川考古30
1995年4月附 薄肉寺院」の展開(中) 神奈川考古31
1996年5月「村落内寺院」の展開(下) 神奈川考古32
外山泰久 1981年11月東国の墨香土器の一研究 史報3
富山県教育委員会 1972年3月『高瀬遺跡発掘調査概報』 同委員会
1974年3月『井波町高瀬遺跡、入善町じょうべのま遺跡発掘調査報
告書
同委員会
富山県埋蔵文化センター 1996年10月『文字の世界』 同センター
富山市考古資料館 1997年3月「富山市の古代文字」 同資料館
豊島 昂 1956年11月墨書土師器新例 若木考古43
豊田市教育委員会 2000年2月矢作川流域墨書土器・へら書き土器一覧 『集落遺跡の語る古代矢作川流域』
内藤政恒 1967年4月墨書土器などの撮影私案 歴史考古15
1971年is月遺物より見た古代庶民階層の文字観念 歴 史考古19・20
直木孝次郎 1988年1月小治田と小泊田宮の位置 今井喜寿 国史学論集』
永井 肇 2000年3月千代木簡と国府・郡家 神奈川地域史研究18
永井義博 1985年3月袋井市土橋遺跡出土の「国厨」銘墨書土器について 古代学研究107
中島広顕 1988年6月御殿前遺跡 「関東官衙遺跡検討会資料J
中園 聡 1992年10月これは山の字ではない 人類史研究8
中田 英 1980年3月神奈川県における古代集落研究の現状 郷土神奈川10
長野県教育委員会他 1990年3月『下神遺跡』 中自長野線埋文発掘調査報告書
1999年3月 更埴条里遺跡・屋代遺跡群』本文 同委員会他
2000年3月 更埴条里遺跡・屋代遺跡群 総論編 同委員会他
長野県埋文センター 1905年6月女性線刻画・美濃国刻印・庄名記載の墨書土器など 長野県埋文ニュー ス19
中野由紀子 2001年3月任海宮田遺跡の墨書土器について 富山考古学研究4
長宗繁一 1998年12月長岡京左京七条三坊 日本の信仰遺跡』
中村 浩 2001年2月『和泉陶邑窯の歴史的研究』 芙蓉書房出版
中森茂明他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 古代北陸と出土文字資料』
永山修一 1997年3月敷領遺跡出土の墨書土器について(1> 指宿市埋文発掘調査報告書』2
2000年3月鹿児島市一之宮遺跡出土の「厨」墨書土器について 鹿児島市埋文発掘調査報告書』26
中山忠久 1997年6月甚五郎崎遺跡出土の墨書土器について 茨城県教育財団 研究ノー ト6
中山尚子・佐藤竜馬 1998年3月北条池1号 窯跡採集の刻印須恵器 香川埋文 研究紀要Vi
仲山英樹 1985年3月上広瀬上ノ原遺跡出土墨書土器について 狭山市文化財報告』10
1986年7月栃木県における墨書土器と遺跡 「第14回古代史サマーセミナー研究報告資料」
1987年4月栃木県出土の墨書土器と遺跡 唐沢考古7
1988年4月星の宮ケカチ遺跡の検討 栃木県考古学会誌10
1988年ll月古代集落遺跡出土の墨書土器 古代集落の諸問題』(玉口古稀)
1989年8月栃木の墨書土器 「第17回古代史サマーセミナー発表資料」
1990年4月集落遺跡出土墨書土器の性格の一斑 峰考古8
1995年2月墨書土器と集落遺跡 歴史評論538
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1995年5月墨書土器研究の視点(上) 大平台史窓13
1997年3月墨書土器研究の視点(下) 大平台史窓14
1997年3月出土文字資料にみる「門」と「家」 栃木県埋文セ 研究紀要5
2001年ll月栃木県の集落出土文字資料 「平成13年度関東甲信越静地区埋文担当職員
共同研修 議会 講演・報告.料
仲山英樹他 1990年1月墨書土器研究の課題と展望 考古回覧10
名古屋市博物館 1994年3月『発掘された東海の古代』 名古屋市博物館
奈良県教育委員会編 1969年3月『藤原宮』 同委員会
奈良国立文化財研究所 1983年3月『平城宮出土墨書土器集成』1 同研究所
1989年3月『平城宮出土墨書土器集成』n 同研究所
奈良文化財研究所 2002年1月 「古代官衙・集落と墨書土器」 同研究所
新潟県教育委員会他 2001年2月 「併設展示『発掘された文字資料』解説」 同委員会他
新潟市教育委員会 1991年3月的場遺跡発掘調査概要 『1989年度埋文発掘調査報告書』
新潟市史編纂委員会 1999年3月墨書土器(『新潟市史』資料編1) 新潟市
新潟墨書土器検討会 1995年7月『新潟県内出土の墨書土器(稿一)』 同検討会
新野直吉他 1990年7月『払出柵の研究』 文献出版
西口寿生 1993年ll月飛鳥・藤原宮跡の墨書土器 月刊文化財362
西谷 正 1991年3月日本古代の土器に刻まれた初期の文字 九州文化史研究所紀要36
1991年5月朝鮮三国時代の土器の文字 『古代の日本と東アジア』
西野 修 1986年2月志波城・徳丹城周辺の集落 『第12回 古代城柵官衙検討会』
西別府元 日 1999年12月安芸・備後出土の文字史料 『古代四国の出土文字史料について』
2000年3月『平安時代初期における西海道の地域政治史的研究』 科研費報告書
西宮一男 1971年10月石岡市北の谷遺跡出土の墨書土器 茨城考古学4
西山良平 1998年3月雑任からみた末端行政組織について 『律令国家の地方末端支配機構をめぐって』
入善町教育委員会 1975年3月『入善町じょうべのま遺跡 発掘調査概要』3 同委員会
布尾幸恵他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 『古代北陸と出土文字資料』
根本 弘 1989年9月墨書土器を考える 千葉文化財セ 研究連絡誌9
野上丈助 1980年3月高蔵寺地区・陶器山地区出土のヘラ記号とその意義 『陶邑』V
野田拓治 1998年5月熊本県鹿本町・御宇田遺跡群の官衙遺構 古代文化50-E
能登川町教育委員会 1993年3月『能登川町埋蔵文化財調査報告書』27(斗 西遺跡)同教育委員会
1995年12月平安末期の墨書土器が出土 『滋賀埋 文ニュース』189
野村区誌編纂委員会 1998年2月墨書土器をもつ丘中学校の人 『野村区誌』
博多研究会 1996年8月『博多遺跡群出土墨書資料集成』 同研究会
橋本裕行 1988年10月東 日本弥生土器絵画・記号総論 『橿原考古学研究所論集』8
橋本義則 1991年1月地中から出た新しい文字史料をめぐって 『争点 日本の歴史』3
徳井 勝 1996年9月広島県出土古代文字資料集成(稿) 芸備地方史研究201
長谷川厚 1981年3月古代における文字資料研究の一試論 史観104
八賀 晋 2002年6月斎宮跡の発掘調査とその成果 延喜式研究19
服部伊久男 2001年3月古代荘園図からみた氏寺の構造と景観 国立歴史民族博物館研究報告88
服部敬史 1992年7月土器に付けられた印 八王子市郷土資料館だより46
1993年7月墨書土器 八王子市郷土資料館だより49
1996年7月刻書文字のある須恵器 八王子市郷土資料館だより58
浜 修 1996年3月古代遺跡と出土文宇資料 滋賀県文化財保護協会 紀要9
1997年10月近江の墨書土器 「第3回近畿ブロック埋文研修会資料集」
1999年3月墨書土器にみる古代の近江 滋賀県文化財保護協会 紀要12
2001年12月中世村落と墨書土器 『西田米寿 近江の考古と歴史』
浜名徳永 1977年5月出土墨書土器の集成と考察 『山田水呑遺跡』
浜松市教育委員会 1973年ll月『伊場遺跡出土文字集成(概報)』二 浜松市遺跡調査会
1980年3月『伊場遺跡遺物編』2 同委員会
早川章次 1971年10月那珂郡那珂町出土の墨書土器 茨城考古学4
早川万年 2000年6月出土文字資料から見た美濃の古代氏族 岐阜県郷土資料研究協議会会報85
1999年 岐阜県出土の文字資料について 岐阜大教育学部研究報告47-2
林克彦・湯瀬禎彦 1999年10月東京都町田市綾部原遺跡検出の祭祀遺構について 祭祀考古15
林 弘之 2000年9月三河国府跡とその周辺の調査 日本歴史628
原 明芳 1996年10月信濃における奈良・平安時代の集落展開 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
原 秀三郎 1982年3月坂尻遺跡出土の土器墨書について 『坂尻遺跡第2次 調査』
1983年3月坂尻遺跡第3次調査出土の土器墨書について 『坂尻遺跡第3次 調査』
1986年11月倉札・札家考 木簡研究8
1988年3月土器に書かれた文字 『目本の古代』14
1995年2月木簡と墨書土器 『岩波講座日本通史』5
2002年3月『地域と王権の古代史学』 塙書房
原田和彦 zoos年11月善光寺平の官衙研究をめぐる諸問題 信濃53-ll
原田享二 1991年11月佐原市多田日向遺跡 千葉県立房総風土記の丘年報14
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1993年3月「下総国香取郡少幡郷」についての覚え書き 大利根博物館研究報告5
春田幸恵他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 古代北陸と出土文字資料』
春成秀爾 1997年3月『古代の装い』 講談社
東町史編纂委員会 1998年3月奈良・平安時代の遺跡と遺物 東町史』資料編 原始考古
東広島市教育委員会 1998年3月『発掘された古代の「神殿」を検討する』 同教育委員会
東広島市教育文化振興事
業団
2001年3月「天平勝宝2年 」銘の木簡が出土 阿岐のまほろば21
久山高史 1998年5月佐賀県鳥栖市・蔵上遺跡の古代官衙関連遺構 古代文化50-5
菱田哲郎 1996年9月 須恵器の系譜』 講談社
兵庫県教育委員会 1990年3月『山垣遺跡』 兵庫県氷上郡春日町
1991年3月 七 日市遺跡』1 兵庫県氷上郡春 日町
兵庫県 日高町 2002年7月『但馬国府と但馬国分寺』 兵庫県城崎郡 日高町
兵庫県埋文専門職員研修
会
1999年3月「原始古代の絵画と文字」 私家版
日義村教育委員会 2002年2月『木曽・お玉の森遺跡(第10次 調査)』 同委員会
平井知江子・樋上昇 1905年6月勝川遺跡から出土した墨書土器、祭祀具の意義に
ついて
勝川遺跡』[V
平石 充 1996年3月墨書土器について 後谷V遺 跡』
1997年3月福富1遺 跡出土のへら書き土器について 福富1遺 跡』
1998年3月藤ヶ森遺跡の墨書土器について 藤ヶ森遺跡発掘調査報告書』
2000年3月墨書土器について 三田谷1遺 跡』2
2001年12月島根県の出土文字資料 私家版
平川 南 1985年3月墨書土器 関和久遺跡』
198E年3月石川県徳久・荒屋遺跡出土墨書土器 辰口西部遺跡群』1
198年4月 無名の証言 歴博34
1989年10月則天文字を追う 歴博37
1990年3月庄作遺跡出土の墨書土器 小原子遺跡群』
1990年3月墨書土器について 宮久保遺跡』3
199(年3月下神遺跡の墨書土器について 中自長野線埋文発掘調査報告書』6
1990年8月東国の村落 日本村落史講座』2
1991年3月墨書人面土器と文字 藤沢市史研究24
1991年6月墨書土器 『国史大辞典』12
1991年11月墨書土器とその字形 国立歴史民俗博物館研究報告35
1992年3月岩手県遠野市高瀬[遺 跡の墨書土器 高瀬1・n遺 跡』
1993年3月「厨」墨書土器論 山梨県史研究1
1993年3月墨書土器と祭祀・儀礼 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
1993年7月地下から発見された文字 新版 古代の日本』10
1993年11月土器に記された文字 月刊文化財362
1994年3月榎垣外遺跡榎漁戸地籍出土の墨書土器 志平・長塚 ・地獄沢遺跡発掘調査報告書』
1994年3月墨書土器 関和久上町遺跡』
1994年8月 よみがえる古代文書』 岩波新書
1995年3月古代印の編年を目指して 全国埋文協会報41
1995年ll月古代国府関係史料集(3)一国府跡および国府推定地
出土墨 ・亥『土 成(的
国立歴史民俗博物館研究報告63
1995年11月八幡林遺跡木簡と地方官衙論 木簡研究17
1996年3月里刀自小論 国立歴史民俗博物館研究報告66
1996年3月「古代人の殉 と墨書土器 国立歴史民俗博物館研究報告68
1996年5月古代社会における文字の習熟度は、どの程度であった 国文学41-6
1997年3月古代出土文字資料の語るもの 新しい史料学を求めて』
1997年3月東広島市西本六号遺跡の墨書土器 西本六号遺跡発掘調査報告書』2
1997年3月八幡林遺跡の木簡と墨書土器 『和島村史』通史編
1997年5月「国神」一古典と墨書土器 新編 日本古典文学全集』1月 報
1998年ll月日本列島における文字のはじまりとひろがり 国語教室65
1999年1月福岡県前原市三雲遺跡群の刻書土器 考古学ジャー ナル440
1999年1月文字を刻む 婦人の友93-1
1999年3月根塚遺跡出土刻書土器 木島平村根塚遺跡第3次発掘調査概報』
1999年3月大六天遺跡出土のヘラ書き「少毅殿土器」について 鹿島町史』3
1999年3月島根県玉湯町蛇喰遺跡出土のヘラ響き須恵器 蛇喰遺跡発掘調査報告書』
1999年10月考古学から 論集上代文学』23
2000年11月墨書土器の研究』 吉川弘文館
2001年2月蝦夷と多賀城 木簡が語る古代史』下
2001年3月青森市野木遺跡出土の「奉」墨書土器 野木遺跡発掘調査報告書』n
2001年6月古代信濃の文字世界 伊那877
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2001年ll月古代 日本の文字世界 「平成13年度関東甲信越静地区埋文担当職員
共同研修協議会 講 ・報告 料
2002年3月出土文字資料からみた地方の交通 古代交通研究11
平川 他 1986年3月千葉県吉原三王遺跡の墨書土器 考古学雑誌71-3
1989年3月古代集落と墨書土器 国立歴史民俗博物館研究報告22
2000年5月岩間町東平遺跡出土の墨書土器について 婆良岐考古22
平川 南編 1999年3月墨書土器地名集成 『古代地名大辞典』
平田洋司 1995年4月森の宮遺跡と墨画土器 葦火55
平田博幸 1998年3月丹波国氷上郡春部里の里長関連施設 『律令国家の地方末端支配機構をめぐって』
平塚市博物館 1998年7月 相模国府とその世界』 同博物館
平塚市博物館市史編纂
担当
2001年5月『平塚市内出土の墨書・刻書土器』 平塚博物館
平野 修 198E年5月宮間田遺跡における墨書土器の展開 『山梨考古学論集』n
1992年5月山梨県内における特殊文字を記した墨書土器と線刻
土
山梨県考古学協会誌5
1992年7月山梨県内出土の墨書土器と線刻土器 帝京大山梨文化財研究報告4
1996年10月古代仏教と土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
1998年10月墨書土器研究概観 帝京大学山梨文化財研 所報33
2000年5月墨書土器にみる集落内の集団動向 山梨県考古学協会誌ll
平野邦雄 1980年11月巻頭言一木簡と墨書土器一 木簡研究2
昼間孝志 2001年3月武蔵寺内廃寺の空間構成 古代110
広岡義隆 1999年6月大城遺跡出土の線刻土器について 三重大学 日本語学文学10
広島県立博物館 1990年4月『中世の民衆とまじない』 同博物館
広島県立歴史博物館 2000年4月『中世民衆生活と文字』 広島県立歴史博物館友の会
広田佳久 1999年12月土佐国出土の文字資料と硯 『古代四国の出土文字史料について』
深沢靖幸 1995年5月国府のなかの多磨寺と多磨郡家 国史学156
福井県 1987年5月県内出土墨書土器一覧表 『福井県史』資料編1古 代
福島正実 1984年10月那谷金比羅山窯跡群第3次調査と銘文須恵器 石川県埋文センター 所報16
福田信夫 2001年8月僧尼寺伽藍内外の様相 多摩のあゆみ103
福家清司 1984年3月庄遺跡出土の墨書土器銘「賀専当」について 高校地歴20
袋井市教育委員会 1995年3月『坂尻遺跡』 同委員会,
藤井一二 1978年5月荘所の構造と機能 北陸歴 科研会報13・14(藤 井86-6)
1986年6月『初期荘園史の研究』 塙書房
1988年10月国指定史跡"じょうべのま遺跡"と寺領荘園 日本海地域史研究8
1997年3月「墾田」と「観音寺」の墨書土器 富山市考古資料館報32
藤枝市教育委員会 1993年3月『駿河国「志太郡衙跡」』 同委員会
藤枝市教育委員会他 1981年3月『日本住宅公団藤枝地区 埋文発掘調査報告書』m 同委員会.他
藤岡孝司 1991年6月古代東国村落の分析(1) 相武考古学研究所研究紀要2
199E年3月下総国印旛郡村上郷の構造 『律令国家の地方末端支配機構をめぐって』
藤川智之 1999年12月徳島県出土の文字関連資料 『古代四国の出土文字史料にっいて』
2000年6月阿波の古代官衙 古代文化52-6
藤崎芳樹 1991年11月大網白里町大網山田台Nay遺跡 千葉県立房総風土記の丘年報19
藤沢一夫 196E年10月古代の呪誼とその遺物 帝塚山考古学1
藤沢市教育委員会 1997年3月『藤沢・神奈川の古代文字』 同委員会
藤下昌信 1905年5月成田ニュー タウン中台公園附近にて採集の墨書土器 成田山霊光館報10
1905年5月成田市域内出土の墨書・へら書土器銘文集成 成田市の文化財10
藤田富士夫 1980年10月半布里「里刀自」に関する一考察 信濃32-10
藤谷 誠 1993年3月会津若松市上吉田遺跡について 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
藤永正明・阿部幸一 1985年3月城山遺跡水田跡出土の墨書土器 大阪文化誌18
藤原 学 1980年3月垂水南遺跡出土の墨書土器 吹田の歴史7
1989年4月吹田市・五反島遺跡の発掘調査 古代を考える50
藤原良章 1997年2月中世人の宇宙観・かわらけ 大航海14
府中市郷土の森博物館 1999年9月『和同開弥』 同博物館
2001年3月『古代武蔵国府』 同博物館
船木義勝 1985年11月払田柵跡の政庁 付 出土文字資料 日本歴史450
船木義勝他 1990年7月『払田柵の研究』 文献出版
船橋市教育委員会 1982年3月『船橋市郷土資料図録4墨 書土器1』 同委員会
舟崎久雄 1978年7月北陸庄園遺跡の発掘調査について 古代を考える16
古市 晃 1997年10月細工谷遺跡出土の木簡・墨書土器について 「第3回近畿ブロック埋文研修会資料集」
古市晃・岡村勝之 1997年8月「百済尼寺」の発見 葦火69
古庄浩明 2000年8月土井ヶ浜南遺跡の祭祀 祭祀考古18
房総歴史考古学研究会 199]年5月『房総における奈良・平安時代の出土文字資料』 同研究会
穂積裕昌 1992年3月墨書土器について 『城之越遺跡』
堀内昭博 1983年6月平安京出土の灰紬陶器編年私案 京都考古29
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堀部 猛 2001年4月地方諸国における「官営工房」をめぐって 官営工房研究会会報7
本郷真紹 且996年2月越中国新川郡文部開田地図 日本古代荘園図』
本田 勉 1988年6月神野向遺跡 「関東官衙遺跡検討会資料」
本田奈都子 璽997年LO月羽曳野市駒ケ谷・飛鳥遺跡の調査 第3回近畿ブロック漫文研修会資料集」
前沢和之 里991年8月上野(国分寺) 『新修国分寺の研究』3
2001年2月国分寺の用字について 山梨県史のしおり 資料編3
前島己基 且975年3月古代寺院跡 『八雲立っ風土記の丘周辺の文化財』
前田義人 互999年7月長野角屋敷遺跡出土の 郡召」木簡について 北九州市教育文化事業団13
前原 豊 ・関 口功一 互990年2月前橋市中鶴谷遺跡出土の「田部Jの墨書のある土器 古代文化42-2
間壁葭子 1980年4月「矢田部首人足」刻字セン 敷考古館研究集報15
1986年3月「大久」銘平版と二・三の問題 倉敷考古館研究集報19
増尾伸一郎 亜996年3月日本古代の呪符木簡、墨書土器と疑偽経典 東洋の思想と宗教lc
1997年3月古代〈人形〉現像とその所依経典 延喜式研究13
増崎勝仁 1997年5月葛飾郡北部地域の事例 『古代末期の葛飾郡』
増淵 徹 2001年3月斎宮研究と土器 斎宮歴史博物館研究紀要10
町田章・近藤正 1975年3月古代官衙跡 八雲立つ風土記の丘周辺の文化財』
松浦 敏 1992年7月柏木古墳群出土の墨書土器について 茨城県教育財団 研究ノー ト1
松江市教育委員会 1970年ll月「出雲国庁の発掘」 同委員会
1971年3月『出雲国庁跡発掘調査概報』 同委員会
松尾昌彦 1999年3月「厨」銘墨書土器考 松戸市立博物館紀要i
1997年5月葛飾郡 部地域の遺跡 古代末期の葛飾郡
松尾充晶 2000年12月古志本郷遺跡の官衙遺構 条里制・古代都市研究16
松岡史・小田富士雄 1960年10月人面墨書土師器 九州考古学is
松岡良典・鋤柄俊夫 1986年4月垂水 遺跡発掘調査概要 節 ・香 ・仙40
松田 猛 1986年ll月群馬県における文字瓦と墨書土器 信濃38-1]
1993年6月出土文字資料からみた上野国の古代氏族 地方史研究43-3
1999年3月墨書土器 群馬県教委 『上西原遺跡』
1999年10月佐野三家と山部郷 高崎市史研究ll
松中由美子 1988年10月日本における則天文宇の受容 考古学と技術』
松原弘宣 1981年9月伊場遺跡とその成立過程について 『伊場木簡の研究』
1990年1月松山市久米地域における七世紀代の諸遺跡 日本史研究329
1990年5月伊予国久米評の成立と回廊状遺構 日本歴史509
1999年12月伊予国出土の文字史料 『古代四国の出土文字史料について』
2000年2月古代伊予国の出土文字資料について 愛媛大法文論集人文学科編8
松村一良 1998年3月筑後国三瀦郡の末端官衙 律令国家の地方末端 配機構をめぐって』
松村恵司 1989年10月村のくらし 古代史復元』9
1992年5月古代のムラを掘る 古代を発掘する』
1993年7月古代集落と墨書土器 駿台史学会第2回 日本古代史シンポジウム
1993年12月特集「墨書土器の世界」から 月刊文化財363
1995年10月古代東国集落の諸相 古代の集落
1996年10月古代集落と在地社会 『土地と在地の世界をさぐる』
1997年5月墨書土器と硯について 山田水呑遺跡』
1998年3月律令国家の末端支配と集落 律令国家の地方末端支配機構をめぐって』
1998年L月墨書土器 『古代史研究最前線』
2001年ll月墨書土器の出現と現 出土文字資料研究の現 」
松本太郎 1997年5月下総国分寺の変遷 古代末期の葛飾郡』
1998年7月下総国(1) シンポジウム 東国の国府inWAYO』
松本市和田地区歴史資料
編纂会
1995年2月墨書について 和田の歴史』
真野和夫 1987年3月豊後(国分寺) 新修国分寺の研究5下
瓦谷浩之 1996年10月古代の加美遺跡 葦火64
2000年10月墨書土器から垣間見た蔵屋敷 葦火88
三浦純夫 2002年3月佐 木々遺跡と能美郡野 郷 修 小松市史 資料編4
2002年3月高堂遺跡と能美郡衙 新修 小松市史』資料編4
三上喜孝 2002年1月文献史学から見た墨書土器の機能と役割 古代官衙・集落と墨書土器」
2002年3月墨書土器研究の 視点 国文学47-4
三嶋隆儀・庄内昭雄 1987年3月男鹿市小谷地遺跡の墨書土器 秋田県立博物館研究報告12
水野和雄 1987年2月硯 季刊考古学18
水野正好 1974年9月戯画 古代史発掘』10
1979年9月祭礼と儀礼 古代史発掘10
1978年1月千葉県江原台遺跡発見の人面墨書土器とその世界 月刊文化財172
1978年8月まじないの考古学・事始 どるめん18
1982年3月福徳 一その心の 古学 文化財学報1
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1982年10月人面墨書土器 『古代の顔』(福岡市歴博)
1985年3月招福除災 国立歴史民俗博物館研究報告7
1986年2月漢礼 一道教的世界の受容 『日本歴史考古学を学ぶ』 中
1986年3R鬼神と人とその動き 文化財学報9
1993年2月古代のまつりとまじなひ 「第19回 古代城柵官衙遺跡検討会J
1993年4月「名」とまじなひ 『論苑 考古学』
三宮昌弘 2000年1月古代の出土文字資料 『発掘速報展 大阪2000』
水戸弘美 1998年5月山形県における奈良・平安時代の墨書土器出土状況
成
さあべい15
見留武士 2001年3月下総国府厨遺構考 国府台ll
2001年9月神の地鎮と仏の地鎮 祭祀考古20
美濃加茂市民ミュー ジアム 2001年9月 文子の登場、そして広まり 同ミュージアム
三舟隆之 1997年5月東京都関係古代出土文子資料一覧 東京都古代中世古文書金石文集成4
宮 宏明 1990年ll月化外の地におけるか帯金具出土の意義 北奥古代文化20
1996年3月北の海の文化交流の跡を探る 月刊文化財390
1996年9月余 大川遺跡出土古代の文子資料をめぐって 北奥古代文化25
宮内克巳 1983年10月東京「船 岸における 、良・平安時代土器の様相 「房総における奈良・平安時代の土器」
宮川彩子他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 古代北陸と出土文字資料
宮坂宥勝 岡田正彦 1975年5月梵子墨書土器小考 長野県考古学会誌21
宮坂英弍 1938年1月墨書ある土器の類例を求む 中部考古学会彙報3-1
宮崎貴夫 1996年8月長崎県の中世墨書資料 『博多遺跡群出土墨書資料集成
宮沢 桂 1958年12月北信濃川久保出土の墨香土師器 信濃10-12
宮下貴裕 1996年4月須恵器の壺に文字 金 町山野原遺跡 日本新聞22日(文 化財情報96-6)
宮田進一 1983年8月古代の墨書土器 埋文とやま4
宮瀧交二 1985年6月古代村落と墨書土器 史苑49-2
1989年1月古代東国村落史研究への一視点 物質文化51
1990年1]月香取神宮神戸集落と童女の貢進交替 古代史研究9
1991年3月墨書土器と集落遺跡 藤沢市史研究24
1991年3月墨書土器 路家」について 宮町遺跡1
1991年7月旧高座郡内古代遺跡出土文子資料一覧 『綾瀬市史』1
1992年10月日本古代の村落と開発 歴史学研究638
1993年12月周溝出土の墨書土器について 立石遺跡m
1999年3月清水上遺跡601号溝出土土器の墨書について 『清水上遺跡
1997年7月土器を埋めるということ 祭祀考古学1
2000年3月 日本古代の民衆と村堂」 『村のなかの古代史』
2000年3月1日高座郡内古代遺跡出土文子資料一覧(二) 綾瀬市史研究7
2000年11月古代東国村落史研究の現 帝京大学 山梨文化財研究所報40
2001年1月 日本古代の「筆記具」と権力 歴史評論609
宮本敬一 1994年10月上総国分寺の成立 東海 の国分寺』
1995年8月墨書土器から見た国分寺の講師院と読師院 日本通史月報22
向坂鋼二 1981年ll月具注暦木簡と「少毅殿」墨書土器 地誌 と歴史27・28
1985年8月考古資料にみる水辺のまつり 生活文化史8
向日 教育委員会 1989年10月長岡京 墨書土器 長岡京木簡1
向日市文化資料館 1986年10月よみがえる古代の文字 同資料館
向日市文化財調査事務所
他
2001年3月 再現・長岡京』 京都府向日市
女屋和志雄 1991年3月墨書土器について 『三ツ寺n遺 跡』
望月静雄 1998年2月古代村落における文字の使用 高井122
望月精司 1998年3月古代の硯と墨書土器 古代北陸と出土文字資料
望月董弘 198:年ll月駿河御子ヶ谷遺跡 長野考古学会誌44
木簡学会但馬特別研究集
会実行 会事務局
2002年7月但馬出土の墨書土器 同事務局
籾木郁朗 2002年3月 九州の古代文字資料 古代日本 文子のある風景
森 郁夫 1973年10月 良時代の文字瓦 日本史研究136
198E年4月古代の墨書土器 大平台 窓4
1991年1]月日本の古代瓦』 雄山閣
1993年if月東山 の国分寺 『東山 の国分寺』
1998年2月 日本古代寺院造営の研究』 法政大学出版局
1999年8月東国の造瓦体制と文字瓦 官営工房研究会会報6
公章 1993年11月平城宮跡の墨書土器 月刊文化財362
浩一 1957年7月大野寺の土塔と人名瓦について 文化史学13
1990年9月 文字と都と駅』 中央公論社
2001年4月 関東学を開く』 朝 日新聞社
2002年6月古代史への21発 掘文子への対応(続) 本の旅人8-6
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森 浩一他 1975年7月古代の土器に書かれた文字集成 文字』
森 隆 2000年3月任海遺跡群の古代建物酵構成 富山考古学研究3
森内秀造 19951月 神戸市須磨区大田町遺跡出土 荒田郡」銘硯について 考古学雑誌80-2
森岡 隆 1905年6月仮名発達史における難波津の歌 書学書道史研究9
森下松寿 1989年1月神野向遺跡(常陸国鹿島郡衙跡)の調査 常総の歴史3
森下 衛 1997年10月京都府内出土の墨書土器 「第3回近畿ブロック埋文研修会資料集」
森田喜久男 互997年3月出土文字資料から見た北加賀の古代 市史かなざわ3
森田 勉 1987年3月筑前(国分寺) 新修国分寺の研究』5下
守山市教育委員会 1996年3月滋賀県内集落遺跡出土の墨書・ヘラ書き土器一覧(1
世紀～19世紀)
守山文化財調査報告書』63
両角守一 1929年10月文字を刻める祝部土器に就て 信濃考古学会誌1-2
八木勝行 1985年8月墨書土器からみた静岡県の古代官衙 日本歴史497
2002年3月駿河国志太郡衙の「郡家内神」について 考古学論集 東海の路』
八木久栄 1988年10月「永禄五天」のヘラ描きのある丸瓦 葦火16
柳浦俊一 2002年3月島根県出雲国府の調査 第18回条里制・古代都市研究会
柳沼賢治 1993年3月清水台遺跡第16次調査A地 点 第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
安 英樹 199年9月 辰口町来丸サクラマチ第3号窯出土須恵器の検討 北陸古代土器研究4
八千代市立郷土博物館 200:年10月「古代の集落」 同博物館
山形県の古代文字資料を考
える会他
1999年2月 古代出羽文献・出土文字史料集稿』 同考える会
山 口耕 一 2001年3月多功 原遺跡出土の文字資料について とちぎ埋文 研究紀要9
山口英男 1991年3月墨書土器と官衙遺跡 藤沢市史研究24
山崎文幸 198E年3月払田柵跡出土の文字資料 うもれ木11
山里純一 1997年2月 沖縄の魔除けとまじない』 第一書房
山路直充 1992年12月下総国井上駅について(上) 市立市川考古博物館年報20
1997年1月国府台旧所在の六所神社について 市立市川考古博物館研究紀要1
1998年5月下総国分寺 聖武天皇と国分寺』
1999年8月龍角寺軒瓦(山田寺式)の年代 官営工房研究会会報6
2001年3月国分寺における寺院地と伽藍地(上) 古代110
山下孝司 1905年6月「葛井」と記された墨書土器 甲斐路54
199s年5月墨書土器に関する一考察 山梨考古学論集』3
2000年3月古代社会の墨書土器 山梨県史研究8
2000年5月墨書土器・刻書土器にみる魔除け符号 山梨県考古学協会誌11
山添奈苗 2001年9月線刻入り紡錘車の性格と変遷 祭祀考古20
山中 章 1983年3月「春宮」銘墨書土器と長岡宮の春宮坊 長岡京26
1989年12月古代都城の線刻土器・記号墨書土器 古代文 化41-1.(山 中97_c)
1991年5月『日本古代都城の研究』 柏書房
2001年4月国家祭祀の一側面 長岡京研究序説
2002年3月まじないと文子 古代 日本 文子のある風景』
2002年3月土器に文子を記す 古代 日本 文子のある風景』
山中敏史 1976年1月古代郡衙遺跡の再検討 日本史研究161
1983年3月評・郡衙の成立とその意義 文化財論叢』
1989年2月遺跡からみた郡衙の構造 日本古代の都城と国家』
1992年1月官衙・寺院と地方支配 新版 古代の日本』4
1994年2月 古代地方官衙遺跡の研究』 塙書房
1998年3月律令国家の地方末端支配機構 律令国家の地方末端支配機構をめぐって
2000年5月地方官衙と末端支配 茨城県考古学協会誌12
2002年1月地方官衙と墨書土器 四一郡衙による食器管理と供給一 古代官衙・集落と墨書土器」
2002年5月墨書土器・箆書土器 日本考古学事典
山中敏 ・佐藤興治 1985年6月 古代の役所 岩波書店
山梨県 2001年2月墨書・刻書土器 山梨県 資料編3
山梨県教育委員会 1992年11月則天文字の書かれた墨書土器 山梨県史だより4
山梨県立考古博物館 1987年10月『古代官道と甲斐の文化』 同博物館
山村信栄 1996年8月太宰府出土の墨書資料(陶磁器編) 博多遺跡群出土墨書資料集成』
山本 清 1991年5月出雲(国分寺〉 新修国分寺の研究』S
山本忠尚 1986年2月地方官衙の遺跡 日本歴史考古学を学ぶ』 上
山元祐人 1999年3月古代越中の墨書土器・硯に関する覚え書き 富山考古学研究2
湯浅喜代治 1968年8月千葉県 川 須和田採集の墨書土器および刻文子土 下総 古学3
余語琢 1991年9月「瓦長」名をもつ須心器 古代92
横浜市歴史博物館 2002年9月 東へ西へ』 同博物館
義江明子 1989年5月「刀 自」考 一 首 ・刀 自から家長 ・家室へ 一 史叢42
吉岡康暢 1983年3月陶硯・墨書土器 東大寺領横江庄遺跡』
1991年3月 日本海域の土器・陶磁』古代編 六典出版
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吉村 武彦
吉岡康暢・高橋照彦・村木
二郎
2001年3月国産紀年銘土器・陶磁器データ集成 古代 国立歴史民俗博物館研究報告89
吉沢 悟 1999年3月茨城県石岡市北の谷遺跡出土の人面墨書土器の検討 筑波大学先史学・考古学研究10
吉沢幹夫 1989年3月宮城県出土の墨書土器について 東北歴史資料館研究紀要10
吉瀬勝康 1997年11月周防国府跡の祭祀遺構と遺物 宗教と考古学』
吉田 晶 1995年12月卑弥呼の時代』 新 日本新書
1997年12月「調j刻字土器が語る倭王権革新期の事実 読売新聞 大阪2日(文 化財情報98-2)
吉田恵二 1982年5月『延喜式』所載の土器陶器 『考古学論考』
吉田英敏 1978年12月墨画のある白甕 岐阜県考古6
吉田裕子 1998年3月中名1・V遺 跡出土の墨書土器について 富山考古学研究1
吉村武彦 1993年1月農民の日々 『新版 古代の日本』7
2001年11月墨書土器研究に関する文献目録稿(未 定稿) 「出土文字資料研究の現在」
吉村正親 1994年6月墨書土器 『平安京提要』
米沢容一 1997年5月パーソナルコンピュー タによる画像データの活用 一墨
書 の具体例一
東国史論12
米沢容一・桐生直彦・高橋
泰子
1997年5月「圷」墨書のある椀をめぐって 東国史論12
米沢市教育委員会 2001年3月 古志田東遺跡』 同委員会
立正大学考古学会 1999年3月出土仏具の世界 考古学論究5
龍ヶ崎市史編さん委員会 1995年3月奈良・平安時代の集落と遺物 龍ヶ崎市史』原始古代資料編
歴史学研究会古代史部会
他
2000年7月 長岡京と桓武天皇』 同シンポジュウム実行委員会
和田 莞 1982年ll月呪符木簡の系譜 木簡研究9
和田 葦 1988年3月新発見の文字資料 一 その画期的な役割 『日本の古代』14
和田信行 1998年7月「大館」墨書出土地点の調査 東京の遺跡60
渡辺晃宏 1996年3月歌姫西瓦窯等出土の箆書き瓦 、良国立文化財研究所年報1995
渡辺 一 1990年2月 鳩山窯跡群 【1』3「各説(文 字資料〉」 鳩山窯跡群』n
1999年11月東日本の飛鳥・白鳳時代の土器について 飛鳥・白鳳の瓦と土器』
渡辺博人 1997年7月美濃各務原地域における古代の集落遺跡について 岐阜史学92
1998年9月岐阜県御嵩町雨田遺跡出土の「岡本」銘須恵器とその 岐阜史学94
2001年7月美濃須衛窯と「美濃」国刻印須恵器 美濃・飛騨の古墳とその社会』
渡辺文男 1905年6月筆跡のまとまり、土器のまとまり 豊浦町教委 『曽根遺跡』n
渡辺 誠 1963年6月 磐城地方の祭祀遺跡 歴史考古9・10
和洋学園遺跡発掘調査団 2001年2月 『下総国分の遺跡n』 和洋学園
蕨 茂美 2001年11月 上谷遺跡出土の墨書土器について 「平成13年度関東甲信越静地区埋文担当職員
共同研修 議会 講演・報告資料
(付記)
本稿 は,平 成11年 度～平成13年 度の科学研究費補助金(基 盤研究{B)(2))「古代文字資料のデータベー
ス構築と地域社会の研究」(研 究代表者 吉村武彦)お よび明治大学人文科学研究所重点共同研究の研
究成果の一部である。
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